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(昭和56年 2月1日現在)

所 長 教 授 寺 松 孝

(内科学第-書即ヨ)

主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰,講師 :川合 満,助手 :西山秀樹,倉揮卓也,坂東憲司,講師 (非常

勤):吉田敏郎,池田宣昭,今井節朗,角田沖介,中井 準,吉見輝也,松原恒雄,河野博臣,技官 :西尾貞子,

本間 トキエ

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 :泉 孝英,講師 :木野稔也,助手 :大山口握,門 政男,松井祐佐公,平田健雄,

講師 (非常数):日置辰一朗,太田 鋤,中島道郎,浅田高明,福間謙助,杉本幾久雄,小松幹雄,川上一郎,

佐藤篤彦,池上達也,浅本 仁,山本 寿,岡田長保,技官 :今井保代,技能補佐員 :谷岡文子

(胸部外科学書即ヨ)

主任教授 :寺松 孝,助教授 :伊藤元彦,講師 :清水慶彦,助手 :玉田二郎,渡部智,瀧 俊彦,田村康一,請

師 (非常助):宮田時夫,立石昭三,池田貞雄,北野司久,倉田昌彦,吉栖正之,秋山文摘, 日野常稔,生島宏

彦,外村聖一,伊東政敏,小林君美,人見滋樹,山本博昭,庄村東洋,技官 :平井 要,技能補佐員 :野口恵司

(病理学部門)

主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :鈴木康弘,細川昌則,講師 (非常助):熊沢義雄,馬場満男,

鶴藤 丞,三井洋司,新納英夫,山本 寛,小原幸信,笹瀬博次,羽田 淳,宗美琴子,技官 :松下隆寿,小岸

久美子,技能補佐員 :冨田由美子

(細菌血清学部門)

主任教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :喜納辰夫,西川伸一,講師 (非常数):佐渡敏彦,徳永 徹,

島田洋子,湊 長博,事務官 :清水一枝,技能補佐員 :高沖悠子

(細胞化学部門)

主任教授 :市川康夫,助教授 :大川欣一,講師 :永田和宏,助手 :前田道之,堀内正宏,講師 (非常助):野々

村禎昭,北村幸彦,矢原一郎,技官 :竹内道子,事務補佐員 :坪田晴子

(臨床肺生理学部門)

主任教授 :佐川弥之助,助教授 :加藤幹夫,講師 :佐藤公彦,助手 :大井元晴,講師 (非常数):大橋啓吾,土
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肥佳郎,稲葉宣雄,安田隆三郎,真鍋 貴,久野健忘,宝木 仁,市谷迫雄,石部裕一,仲田 祐,折田雄一,

山林 -,山田久和,太田和夫,阿部光幸,技能補佐員 :服部央子,石田嘉子

(事務部)

事務長 :北川治康,事務長補佐 :船谷幸司,庶務掛長 :水谷繁夫,同主任 :近藤英子,小林 収,同事務官 :堀

田良恵,山本正幸,同技官 :田中 稔,川原田和夫,事務補佐員 :小倉恵美子,経理掛長 :田口雅朗,同主任 :

佐藤良雄,野元頼子,同事務官 :奥村成和,前野正世,田中義郎,事務補佐員 :中瀬安子,収入掛長 :前田次郎,

同主任 :畠中秀雄,同事務官 :野田芳子,佐竹セツ,藤井芳克,竹内孝子,事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,

芦田明子,患者団長 :丹羽 博,同主任 :室恵美子,同事務官 :橋本敏子,開 保子,事務補佐員 :黒田俊子,

波速啓子,管理掛長 :田中信雄,同主任 :前田久男,同技官 :進士 悟,西川景噴,岩井昭一,松浦康,小西喜

一郎,藤木清文,同事務官 :高安忠一,水原貞子,渡辺光子

(動物飼育室)

技官 :飛田 勇,門田一美,大字雪雄,安岡倉-,近藤照子

(電子顕微鏡室)

技能補佐員 :森 敏博

(附属病院)

病 院 長 (兼)教 授 :佐川弥之助

(第一内科診療科)

科 長 (兼)教 授 :前川暢夫

外科医長 (兼)講 師 :川 合 満

病棟医長 (莱)助教授 :中西通泰

医員 (研修医):村山尚子,武藤真,藤本憲弘,桜井信男

(第二内科診療科)

科 長 (兼)教 授 :大島駿作

外来医長 (莱)講 師 :木野稔也

病棟医長 (兼)助教授 :泉 孝英

医員 :本田和徳,(北市正則),藤村直樹,満安清孝,医員 (研修医):前原順一

(外科診療科)

科 長 (兼)教 授 :寺松 孝

外来医長 (兼)助教授 :伊藤元彦

病棟医長 (兼)講 師 :清水慶彦

医員 :金城 明,医員 (研修医):五十部潤,竹内吉喜

(放射線科診療部)

科 長 (兼)教 授 :佐川弥之助

外来医長 (兼)講 師 :佐藤公彦,講 師 (非常数):阿部光幸

医員 (研修医):平井正志,岡田 融

(検査部)

検査部長 (兼)助教授 :久世文章,医員 :北市正則,技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,黒住真史,和田ひな,

増田 稔,山根すま子,技術補佐員 :田尻 陸,春名和代,技能補佐員 :橋本晴代

(放射線部)

放射線部長 (兼)助教授 :中西通泰,技師長 :浜川純-,撮影主任 :蔵岡信長,技官 :大坂泰夫,曽我部康之,

灘井智代子,田中龍蔵,技能補佐員 :小林 忍

(薬剤部)

薬剤部長 :桑田 宏,薬剤主任 :帯同平和,技官 :藤原毒子,川田昌子,小林千代子,川勝一雄,事務主任 :宇
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野初伎

(看護部)

看護部長 :細川 ミツ工,看護婦長 :松田比佐子,近藤信子,西森三保子,和多田すみ子,副看護婦長 :小林とよ,

斎藤千鶴子,山本喜美,技官 :岩永千代子,松本敏枝,田中松代子,小林梅野,松田富子,明石和子,小林富貴

千,小川 まゆみ,米山須磨子,阿部喜代子,柴田佐代子,大山峯子,岩佐純子,末田恵子,稲田ひろ子,山中祥

子,小泉カスミ,榊喜久子,井藤泰子,濃野ヒロ子,大野洋子,福田千恵子,横井照美,岩野京子,田尻春代,

安藤純子,丘 恵子,笠岡清江,稲垣美智子,松田初枝,二宮 トミ子,村西直美,衛藤泰子,内藤敏子,平姐早

菌,宮城登代子,渡部幸子,平良セツ子,島袋和美,亀田久美子,米揮カヨ子,勇 恵子,坂東フサ工,中村多

美子,園田正子,広川一枝,能井美千代,森 朝子,片桐久江,内木カネ子,松本不二,原田芳香,技能補佐

負 :渡辺 ヒデ子,山崎真人

教 官 人 事

内 科 学 第 二 平 田 健 雄 助手

島根県出身｡ 昭和48年 9月京大医学部卒. 研究領域は臨床免疫学O業績としては ｢血小板凝集法による Im-

mune-complex検出法の特性に関する基礎的研究｣,｢びまん性汎細気管支炎の免疫学的研究｣,｢PPD により誘

導されるヒト末梢 リンパ球の免疫グロブリン産生機構｣などがある｡昭和55年 8月 1日助手に任命された｡

内 科 学 第 二 木 野 稔 也 講師

奈良県出身｡昭和41年 3月京大医学部卒｡ 昭和42年12月本研究所助手｡ 昭和46年 6月から2年間米国, State

UniversityofNewYorkatI3uffalo,DepartmentofPathology(Prof.Cudkowicz)に留学O 昭和50年 1月医学博士｡

呼吸器内科学,特に気発支鴨息を中心とした免疫学的肺疾患を専攻｡業績としては ｢昆虫による気管支嘱息の研

究｣,｢遅延型アレルギーに関与するリンパ球の動態に関する研究｣など多数がある｡昭和55年 8月 1日講師に昇

任 した｡

内 科 学 第 二 泉 孝 英 助教授

大阪府出身｡昭和35年 3月京大医学部卒｡昭和40年 9月京大大学院医学研究科博士課程を修了,同月医学博士｡

昭和40年 9月助手｡昭和42年 8月より1年間米国ロックフェラー大学に留学｡昭和46年 7月より1年間スウェー

デン国力ロリンスカ研究所に留学｡昭和50年 1月講師に昇任｡研究領域は呼吸器内科学,特に臨床免疫学｡業績

としてはサルコイ ドーシス,びまん性間質性肺炎,産業性肺疾患,肺感染症,肺癌など多種類の呼吸器疾患に関

する基礎医学的並びに臨床医学的研究が多数ある｡昭和55年 8月助教授に昇任 した｡

胸 部 外 科 学 滝 俊 彦 君

昭和47年京大医学部卒｡昭和55年 9月,当胸部外科学部門助手.その間,桂病院呼吸器センターに勤務,昭和

52年から昭和54年春まで,西 ドイツのマ-セン教授の許に留学 していた｡

なお独身｡囲碁 (五段),喋の蒐集が趣味である好青年 (?)｡内科第 1の先輩である滝良次先生の衝良男｡情

熱家｡

秀才御一家のうちの秀才という評判であるが,事実,これまでの仕事もすこぶる優秀と思われる｡



- 4- 京大胸部研紀要 第14巻 第 1,2号

胸 部 外 科 学 田 村 康 一 君

昭和46年京大医学部卒｡昭和56年 1月,当胸部外科学門助手｡その間,国立療養所芋多野病院外科,次いで昭

和50年から静岡市立静岡病院胸部外科,さらに再度宇多野病院に勤務していた｡

静岡病院では心臓外科を専攻していたので,当部門でも,心臓外科手術については彼の力価に負う処が大であ

る｡

二児の父｡性格は温和ではあるが,自分の意見は出す｡研究はこれからであるが,医用材料をやっている｡人

工血管が中心なので,部門としては将来血管外科医となることを期待している｡

臨 床 肺生理学 大 井 元 暗 君

浅井信明講師の長尾病院-の転出の後任として佐藤公彦助手が昇任し,その後-大井元暗君が国療東京病院か

ら転任された｡

大井元暗君は開成高校,本学医学部を経て昭和48年当研究所附属病院研修医となり,その後,京都市立病院,

当院,国療東京病院に勤務されている｡

研修医以後,同君の研究テーマは一貫して呼吸不全であり,これに関する同君の論文は内外合せてすでに10編

以上にのぼっている｡

今日,呼吸不全は厚生省特定疾患となり,多くの協同研究がなされているが,同君のこの場での活躍もまため

ざましいものがある｡

一見,温顔そのものであるが,うちに秘めた呼吸不全-の情熱は目をみはるものがあり,難治そのものである

呼吸不全の征服者として大井元暗君の名が将来残ることを期待し,また信じるものである｡ (佐川弥之助)

学 術 集 会 記 録

Ⅰ 昭和54年 度 学 術 講 演 会 (昭和55年 1月26日,京大会館)

1. 白血球の分化 と運動能 について

細胞化学部門 永 田 和 宏

1969年,本研究室において樹立されたマウス骨髄性白血病細胞株 M lは,種々の分化誘導因子 (マウス胎児

細胞培養液,グルココルチコイド,LPSなど)によって,マクロファージや好中球への分化を誘導される｡そ

の分化の指標として,従来,軟寒天中でのコロニーの拡散や貴喰能といった,いわゆる細胞運動機能の発現を利

用してきたが,そのメカニズムについては現在までほとんど知られていない｡

われわれの研究の目的は,Ml組胞の分化に際して,アクトミオシン系にどのような量的 ･質的変化が起こっ

ているかを,主として生化学的に調べることにある｡このことを通して,癌細胞の分化,すなわち脱癌の機構を

より詳細に解明する糸口としたいと考えている｡

未分化の M 1細胞と,マウス胎児細胞培養液によって分化 した M 1細胞の粗抽出液について,まずアクチン

の量的変化を調べたところ,分化することによってアクチン含量も,その合成量も1.5倍程度の増加が見られた｡

またアクチンは重合することによって機能を発揮することは筋肉の場合と同様であるが,繊維状アクチンの割合

が増加していることも確かめられた｡一方,粗抽出液中に存在するモノマーアクチン (G-アクチン)が,試験

管内で重合する能力については,分化の前後で一層際立った差のあることが明らかとなった｡

そこで粗抽出液からアクチンを精製し,pureなアクチンについて分化前後の差を検討した｡その結果,分化し

た細胞のアクチンは,未分化なものに比べて,1)一定の条件下 (温度およびイオン強度)での重合 (重合速度
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および臨界濃度)が, より筋肉のアクチンに近 くなっていること, 2)筋肉 ミオシンとの相互作用についてみる

と, ミオシンとの親和性がより大きくなっていること,がそれぞれ明らかとなった｡

一方,分化誘導因子に抵抗性になり,押 してもたたいても分化 しなくなった D~株のアクチンは,アクチン自

体の重合性が極めて悪 くなっていることの他に,細胞粗抽出液中にアクチン重合阻害因子の存在することが確認

され,現在精製を進めている｡

2･ Pokeweedmitogen刺激 による polyclonallg産生 におけるT細胞 の調節機能

細菌血清学部門 嘉 納 辰 夫

免疫反応の誘導および発現はさまざまな液性および細胞性の機構によって調節されていることが明 らかで あ

る｡抗原による免疫応答のモデルとしてよく用いられるマイ トジェンによる invitroのリンパ球刺激の系は, リ

ンパ球活性化および B細胞の免疫グロブリン (Ig)合成の機構を研究する上で有用な手段を提供してきた｡特に

pokeweedmitogen(PWM)を用いた invitroのポリクローナル Ig産生系は,B細胞活性化におけるへルパ-お

よびサプレッサーなどのT細胞の調節的役割を調べるのに有効であり,ヒトの種々の免疫疾患において, リンパ

球機能の欠損を調べる目的で広 く用いられている｡ しかしながら,PWM による Ig産生誘導の機構およびそれ

に関与するT細胞の性格等については不明な点が多い｡我々はマウスリンパ球を用いて,PWM による免疫グロ

ブリン産生反応の基礎的検討を試みた｡

マウスリンパ球を至適濃度の PWM で刺激すると,培養開始後 5日目にピーク値を示す一過性の Ig産生反応

がみられる｡この Ig産生には,牌臓および リンパ節の B細胞ともにヘ ルパーT細胞の存在を必要とするが, リ

ンパ節B細胞に比較 して,牌臓B細胞ではT細胞-の依存度が非常に弱い｡このことは牌臓および リンパ節のB

細胞問に機能的な差異が存在することを示唆 している｡ この Ig産生反応は ヒトリンパ球の場合と同様にマクロ

ファージの関与が不可欠である｡兎抗マウス胸腺細胞血清 (ATS)を用いた実験から,牌臓には ATSに抵抗性を

示す-ルパーT細胞と感受性のヘルパーT細胞の2種類が存在することが考えられたが, リンパ節では後者の感

受性T細胞のみが存在することが明らかとなった｡ T細胞をあらかじめX線あるいはマイ トマイシンCで処理 し

てもその-ルパー活性は消失せずむしろ2-3倍の増強を示すことから,-ルパーT細胞の活性発現には,DNA

合成および細胞分裂は必要ないことが示された｡ また- ルパー活性の増強から,Ig産生に抑制的に働 くサプレ

ッサーT細胞の関与が考えられ,この点について調べた｡T細胞をさまざまな濃度の PWM で刺激後,正常の

TおよびB細胞の混合培養系に加えた場合, 比較的高濃度の PWM で前処理 したT細胞を加えた群では, 対照

群に比較して Ig産生が著明に低下 した｡このことは PWM の前刺激によって免疫グロブ リン産生を抑制するよ

うな機能をもつサプレッサーT細胞が誘導されたことを示 している｡このサプレッサーT細胞はX線照射に感受

性を示 し活性を消失することから,T細胞のX線照射による-ルパー活性の増加は,T細胞に含まれるサプレッ

サーT細胞が選択的に除かれることによるものと推測される｡なおこのサプレッサーT細胞は ATSにも感受性

を示す｡ 以上の結果は,PWM によるB細胞の Ig産生反応はT細胞による正および負の両方向の調節を受けて

おり,またこのような調節に関与するT細胞はその細胞表面抗原によって異なるT細胞集団に分けられることを

示 している｡

3. 体外計測 による肺循堤 の研究

臨床肺生理学部 三 嶋 理 晃,久 野 健 忘

中 川 正 活,東 谷 康 治

肺循堤系は,胸部の奥深 くにあり,しかも右心と左心の間に介在 している｡ したがって,肺循琵系の検索は困

難で,いまだに臨床的に応用 し得るような簡便な肺循環動態の解析法は確立されていない｡私共は,肺のシネア

ンギオグラムにおいて, 正常例に比べて, C.0.P.D.症例では, 肺内における造影剤の停滞がみられ, 肺血

流の遅延が存在することを示唆 して いる事に ヒントを得, ラジオカルジオグラムと同様の手技を用いて, 体外

計測による肺循貰動態の解析法を開発 し検討 したので,報告する｡すなわち,99mTc-HSA を,右肘静脈より,
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Oldendorr法にて bolusとして注入し, その放射活性を,前胸部より, ガンマカメラで測定し,肺野の time

activitycurve(P.Ⅴ.D.C.)を記録し,解析を行なった｡

もとより,胞血管網は,複雑な分岐を示 し,しかも,右房圧,左房圧,静水圧,胸腔内圧,肺胞内圧等の影響

を複雑に受ける弾性体であり,それら全ての要素を含んだモデルを設定する事は,困難である｡そこで第 1段階

として,肺循環系を単一希釈槽モデルと仮定し,その時定数 Tp を,P.V.D.C.より簡単に算出し得る方法を考

案した｡この Tp は,C.0.P.D.症例において増加の傾向を示し,他の肺機能諸値と比較的よい相関を認めた｡

理論的にはこの Tp は,血液の洗い出しの遅さを表現するものであり,肺血液量と,肺血流量との比を示すもの

である｡ しかしながら,C.0.P.D.の症例ではこの比の増大は考えられず 丁｡の増加の原因を,この両者の比の

増大に求める事はできない｡そこで,肺循環系を,並列多重通過管モデル,及び,並列多重希釈槽モデルと仮定

し,各々の分布をガンマ分布にあてはめ, ディジタルコンピューターを用いて, S.D.(標準偏差)を求めた｡

この S･D･も,C.0.P.D.症例において増加の傾向を示 し,他の肺機能検査諸値とよい相関を認めた｡このS･D･

は,肺血流動態の不均等性を示す指標に他ならない｡ また,この S.D.は, Tp とよい相関を認め, Tpの見かけ

上の増大をもたらす一因として,肺血流動態の不均等が関与 している事が示唆された｡この事は,簡単に算出し

得る Tpが,肺血流動態の不均等を示すパ ラメータとなり得る事を示 している｡本解析法は,現在の所,解決す

べき様々な問題を含んでおり,現段階では, 丁｡のみで,肺循環障害の程度を決定する事は危険であるが,本法の

簡便さと,得られる情報の多さ,すなわち,非観血的,非努力依存的に施行でき,しかも RCG,心拍出量,心

係数,循蔓血液量等の多 くの情報を同時に得られる事を考慮すると,本法は,種々な心肺疾患における,血流動

態の解析法として,臨床的に有用であると考えられ,今後,さらに,検討を進めて行きたいと考えている｡

4. 気管支瑞息患者管理上の問題点

内科学第一部門 川 合 満

気管支嘱息の全治は困難であるとしても,発作を防ぎ病者の苦痛を除き正常に近い状態にすることは病者のみ

ならず家族のためにも必要なことである｡

気管支瑞息の長期管理の原則として日常生活に注意し発作を誘発させる要因を避けることが必要である｡また

心理的な管理も大切であるが,今回は外来での薬剤による嘱息の管理につき若干の知見を報告する｡

気管支噛息の病因は種々あるが, 重要 なのは気道の過敏性とアレルギーであ る｡ アレルギーには Gel1&

Coombsの分類によるⅠ型とⅡ型の関与がみられる｡感染や運動も発症に関与するので,初診時問診及び検査に

よってその病因を推定する｡ 尚アレルギー家族歴及び既往歴,末相血好酸球,RIST法によるIgE値,皮膚反

応などが判断の参考になる｡

我々は瑞息治療の主剤として aminophylline を高 く評価 して い る｡ 気管支嘱息を Szentivanyiiのいう β-

adrenergicreceptorの異常という概念より考えると receptorの異常 (数 ･機能の異常)のあるものに β一刺激剤

を用いるよりも phosphodiesteraseを抑制する Ⅹanthine系薬剤の方が合理的であり,副交感神経の異常が関与

している憶息にも有効だからである｡最近 aminophyllineの至適血中濃度は 10-20FLg/mlで,それ以上だと悪

心,唱吐などの副作用が,それ以下なら効果が少ないことが明らかにされた｡我々も薬剤部の協力を得て高速液

体クロマ トを用い血中濃度を測定しているが,aminophylline5mg/kg の入った輸液 500mlを90分かけて点滴

すると有効血中濃度が得られる｡この知見をもとにLで慢性通年型嘱息に対する aminophyllineの長期間欧輸液

療法 (1過 1- 2回)を行ない β-刺激剤, ステロイドの減量を試みた｡ これは aminophyllineの効果に輸液に

よる効果が加わったものと考えられるが,6カ月以上継続できた例ではβ凍り激剤を 1/2以上減量できたもの34例

中13例,持続性ステロイ ドの注射間隔を7日以上延長できたもの23例中18例,経口剤では prednisolone2.5mg

以上減量できたもの3例中2例である｡副作用の3例は aminophyllineの減量により消失 した｡慢性瑞息の治療

に外来で積極的に aminophyl】ineの点滴を用いると管理が容易になる｡

次に慢性嘱息でステロイド依存性患者の間脳一下垂体一副腎皮質系のバランスを考慮した ACTH-Z療法を紹介

する｡気管支嘱息患者を rapidACTH testで副腎皮質機能より三つの型に分け moderatesuppression,severe

suppressionに対 し必要量のステロイ ドとともに生理的必要量の ACTH-Z(2.-4U)を日内変動にあわせて朝 9
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時に注射する方法である｡数年問の治療で生理的な stressに対 して副腎皮質が充分反応することを確認 している｡

しかし合成 ACTH による adversereaction もあり注意が必要である｡最後に長期の管理には,特に医師と患者

の信頼関係が大切であることを再度強調 しておきたい｡

5. 昆虫 による気 管支嘱息

内科第二部門 木 野 稔 也

昆虫のうちで Lepidoptera目に属する蝶 ･蛾は,麹に鱗粉 ･鱗毛を持つことにより,ブタクサ花粉等と同様に

人の吸入アレルゲンとなりうるための Thommenの五原則を満たしている｡それにもかかわらず,これら昆虫の

吸入性アレルゲンとしての位置づけは低 く,わずかに養蚕業等に従事する者に発生する職業性アレルギー (気管

支嘱息,鼻炎)における原因アレルゲンとして,一部に認識されていただけであった｡

人をとりまく昆虫貰境と上記五原則をかえりみて種々の検討を加えた結果,養蚕業等の職業歴を持たない一般

の気管支嘱息患者の 55-60% が喋 ･蛾に対する皮内反応の陽性を示 し, そのうち少なくとも 2/3に特異的 IgE

抗体を検出した｡ この陽性率は,我が国で最も commonな吸入アレルゲンであるダニに対する陽性率に匹敵す

る高率である｡喋 ･蛾の間では,おおむね IgElevelでの交叉反応性があり,従って繁殖力の強い "かいこ蛾"

を用いることにより,アレルゲン作成のための材料不足が解決された｡

これら昆虫アレルゲンによる吸入誘発試験の結果に加え,煤 ･蛾特異的 IgE 抗体の季節変動が媒 ･蛾の季節

発生頻度と特異的 IgE 抗体を持つ患者の発作好発季節とによく一致 したことから, これら昆虫が,職業性噛息

ばかりでなく,一般の気管支噛息患者の commonな吸入アレルゲンとなっていることが明らかとなった｡

6･ 胸腺 関連腫癖 の分類 と治療- ヌー ドマ ウス移植腫癌 の所見 を中心 に-

胸部外科学部門 伊 藤 元 彦

前縦隔に発生する腫湯の多くは,その発生において胸腺との関連性を有 し,われわれはこのような腫癖を "胸

腺関連腫療''と名づけている｡これらのなかには,狭義の胸腺腫,扇平上皮癌,カルチノイ ド,奇形腫群腫癌な

どが含まれ,表 1のようにそれぞれその発生母地が異なっているものと考えられる｡

胸腺腫をヌー ドマウスに移植すると,原腫痔では上皮性腫癌細胞とリンパ球とが胞巣内で混在 しているのに対

し,移植腫癌においては移植後 9カ月のものにおいてさえ, リンパ球が,上皮性腫癌細胞からなる胞巣の辺縁部

に集中して存在 している｡これは,マウス由来 リンパ球が新たに腫癌細胞辺縁部に誘導されたものと考えられ,

誘導された リンパ球量は原腺癌のそれをよく反映する｡ また,低 γ-globurin血症を示 した胸腺腫を移植された

ヌー ドマウスにおいては, S.R.B.C.-P.F.C.によって抗体産生能の低下がみとめられた｡ このように胸腺腫

はリンパ球誘導能をもった上皮性腫癌で,かつ hostに何 らかの免疫学的影響を与える鹿癖であることが示され

る｡

奇形腫群腰痛 (germ celltumors)も分類や分化が興味深い｡これらの腫疫をヌー ドマウスに移植すると高率に

生者 し,継代による組織学的変化を観察 してみると,embryonalcarcinomacell(teratocarcinomastem cell)を中

心に yolksactumor,choriocarcinoma,terat｡ma -の方向-の分化のふりわけが行なわれるという, germ cell

表 1 発生母地からみた胸腺関連腫疫

皮質上皮細胞

髄質角化型細胞

髄質 APUD 細胞

艦細胞 ? 生体幹細胞 ?

?

Thymoglossalduct遺残

胸腺腫 (リンパ球型,混合型,上皮型)

扇平上皮癌

カルチノイ ドoatcellcancer

奇形腫群塵療 (seminoma,embryonalcarcinoma,choriocarcinoma,

yolksactumor,teratocarcinoma,matureteratoma)

tbymolipoma

thymiccyst
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tumor一元説を支持する所見がえられた｡

また,継代中の 1匹のヌードマウスにおいては, 移植腰湯は完全に分化 して matureteratomaのみの像を示

した｡このことは ste- cellが分化 しっ くすか否かが teratomaの悪性度を規定することを示すもので,-ature

teratomaや dermoidcystが発生学的には teratocarcinoma,choriocarcinoma,yolksactumorなどと同様の機

序で生ずることを示唆するものである｡

胸腺関連悪性腫癌の治療には,切除に放射線治療を加えるのが標準的であり,成績も良好であるが, oatcell

cancerと非セミノーマ性の germ celltumorには放射線が無効である｡ したがって, oatcellcancerや非セミ

ノーマ性 germ celltumorに対する化学療法の開発が今後の問題点となる｡

7. 肉芽性肺疾患の モデル実験

病理学部門 安 平 公 夫,木 下 和 之

松 下 隆 寿

1) 肺の類上皮細胞肉芽腫症 :結核死菌で感作 した兎の肺に,菌体成分ロウDを注入すると,注入吾郎こ巨大な

単発性の類上皮細胞肉芽腫が発生することは既に発表済みである｡ロウDに代えて結核死菌を注入すると,既に

知られているように空洞を伴う壊死分界肉芽が発生するが,このとき菌をアセチル化にしておくと,発生する肺

病巣は非壊死性の類上皮細胞巣となる｡このように壊死化因子は,アセチル化によって無力となる｡ロウD成分

のうち強力な Arthus抗原性を有する peptidoglycanが,生物学的には無活性な ミュール酸と結合すると強力な

遅延型抗原性を獲得し,これが類上皮細胞巣形成の原動力となる｡

2) 肺の好酸性肉芽腫症 :兎の肺に,500mg/0.1mlの脂肪酸及びその関連物質を注入すると, 1週間後には

好酸球の浸潤した肉芽を発生する｡好酸球の集積量は種々であるが,その肉芽の基盤は組織球(マクロファージ)

の増殖による肉芽で,これは好酸球肉芽の記載に一致する｡10倍対物鏡一視野中の好酸球数で計ると,PG-E2,

アラキ ドン酸が平均 100以上,次いで GP-El,LPS,パル ミチン酸, リノレニン酸,べ-ニン酸,モンクン酸

が50前後,他は controlに近 く20以下｡結核菌体成分では,ミュール酸,フチオン酸,其の他各種のリポイ ドの

すべてが,20以下と算定された｡細胞浸出部としては,肺の細動脈,肺胞毛細血管が示唆された｡

3) 肺の形質細胞肉芽腫症 :マウスの肺に結核死菌またはそのロウD画分を注入すると,肺動脈を中心に形質

細胞の異常な増殖が起る｡経時的に調べると,形質細胞の増殖は先ず所属 リンパ腺の芽中心で起り,次いで芽中

心はリンパ渡胞より脱出して洞に接近 し,増殖した形質細胞は洞索を充満し,洞をみたす｡この増殖形質細胞が

肺に達 し,肺動脈周囲に浸出し (1週間後),次第に集積 し (2週),終に気管支周囲結合織を充満する (第 3週

以後)｡この形質細胞の大半は IgA 産生細胞であり,次で IgG産生細胞,IgM 産生細胞であることが判明した

(蛍光抗体法,酵素抗体法)｡目下その詳細を研究中であるO

ⅠⅠ 胸部研談話会

第11回 55年 3月 6日 加藤弘文 (胸部外科):Polyvinylalcohol-SilicaCompositeの医学的応用

ⅠⅠⅠ 特別ゼ ミナール (55年度)

92回 55年 4月26日 白血球の食作用にともなう酵素の代謝 (都立臨床医学総合研究所)柿沼カツ子

93回 55年 9月20日 細胞レベルの老化機序について (東京都老人総合研究所)三井 洋司

94回 55年11月 1日 微量元素 (銅 ･亜鉛 ･錫)の骨組織におよぽす影響について

(京都女子大学家政学部)新納 英夫
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内 科 学 第 1部 門

〔学 会 発 表〕

1･ 結核,非定型抗酸菌症

李 英徹,久世文事,前川暢夫 :マウスを対象とした M.intracel】ulare吸入感染の試み,第55回日本結核病学

会総会 (昭55.3)

亀崎 洋,倉沢卓也,前川暢夫 :気管腫癌を疑わしめた気管,気管支結核の1例,第 101回日本内科学会近畿

地方会 (昭55.5)

山鳥英世,池田宣昭,前川暢夫 :ガス曝露下に於ける結核化学療法の性能に関する実験的研究,第46回日本結

核病学会第16回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭55.ll)

宮本 覚,中井 準,佐藤明世 :肺病巣から分離されたナイアシン陽性の M.avium-intracellularecomplexに

ついて,同

李 英徹,坂東憲司,倉沢卓也,久世文事,中西通泰,前川暢夫 :重症肺結核強化化学療法中にみられた胸部

Ⅹ線所見の悪化について,同

川合 満,隼田伸一,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,中西通泰,前川暢夫 :吸入 ステロイド

Beclomethasonedipropionate(BDI)により誘起されたと考えられる肺結核の1例,同

倉沢卓也,坂東憲司,久世文章,中西通泰,前川暢夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦 :悪性腫療末期に合併

した結核症例の検討,第28回日本化学療法学会総会 (55.6)

前川暢夫,川合 蒲,馬淵尚克 :結核化学療法の強化に関する実験的研究,日本結核化学療法研究会総会 (昭

55.6)

前川暢夫,久世文事,李 英徹 :諸種消毒剤の啄疾中結核菌に対する殺菌効果,同 (昭55.12)

2. 腫 妨

戸川貞一,倉沢卓也,中西通泰,前川暢夫,細川昌則,竹田俊男 :全身皮下に転移性腫癖を形成 した気管支原

発の非定型 carcinoid,第32回肺癌学会関西支部会 (昭55.2)

黒田 昭,日野 恵,藤見勝彦,波多 信,石原享介,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井準,中山志郎,

Endobronchialmalignantlymphomaの1例,同

田口善夫,岡村昭夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,宮本好博,北野司久,小橋陽一

郎,市島国雄,山辺博彦 :肺癌が強く疑われた Pseudolymphomaの1例,同

石原享介,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準,岡本交二,宮本 覚,西内 素,

中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :肺癌患者におけるCEA-特に術前術後における経時的

測定の臨床的意義と限界,同

桐谷良一,田口善夫,岡村昭夫,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博

彦,相原雅則 :末期肺癌における呼吸器感染症,-剖検肺での原因菌の検索,同

岩田猛邦,田口善夫,岡村昭夫,望月吉部,桐谷良一,種田和清,松原恒雄,亀崎 洋,山田栄一,牛田伸一,

戸川真一,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文章,川合 満,中西通泰,前川暢夫 :外来維持療法としての

抗癌剤隔週問歓投与の試み,同

種田和清,郡義明,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎 :小細胞癌の治療中に

扇平上皮癌の全身転移で死亡した肺癌の1剖検例,第33回肺癌学会関西支部会 (昭55.8)

牛田伸一,武藤 責,村山尚子,桜井信男,藤木憲弘,戸川真一,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文章,

川合 満,中西通泰,前川暢夫 :自然気胸を初発とした若年者肺癌の1例,同
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田口善夫,望月吉郎,細谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹,カレッ

ド･レシャード,光岡明夫,北野司久 :抗癌剤の胸膜透過性の検討,第21回日本肺癌学会総会 (昭55.ll)

坂東憲司,戸川真一,牛田伸一,西山秀樹,倉沢卓也,久世文章,川合 満,中西通泰,前川暢夫,長谷光雄,

石橋達雄,賀戸重允,内平文章,小田芳郎,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦 :若年者における原発性

肺癌,同

岩田猛邦,田口善夫,望月吉郎,桶谷良一,種田和清,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博彦 :非手術

京平上皮癌の32剖検例の臨床像,病理像の検討,同

波多 信,坂本広子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,森 徹 :原発性肺癌における骨シンチの

臨床的有用性について,第20回日本核医学会総会 (昭55.10)

石原享介,中井 準,田中交二,福山 守,宮本 覚,西内 素,中村隆燈,秦 紘,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :石綿肺に合併した悪性中皮腫の 1例,第46回日本結核病学会,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会

(昭55.12)

3･ 感染症の化学療法

前川暢夫,中西通泰,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,戸川真一 :CGp-9000の呼吸器感染症に対する臨床的

研究,第27回日本化学療法学会総会 (昭54.6)

前川暢夫,中西通泰,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,牛田仲-,山田和範 :SCE-1365の呼吸器感染症に対

する臨床的研究,第28回日本化学療法学会総会 (昭55.6)

前川暢夫,中西通泰,川合 満,倉沢卓也,稲葉宣堆,小田芳郎,岩田猛邦 :呼吸器感染症に対する Apalcillin

と Carbenicillinの薬効比較試験成績,Apalcillin1日 4gとCarbenicillin1日 4gの比較,第28回日本化学療

法学会西日本支部総会 (昭55.12)

前川暢夫 :特別発言,ステロイド投与と致死的感染症 (シンポジウム,難治感染症に対する多角的治療)同

4. 気管支嘱息

望月吉郎,田口善夫,岡村昭夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,笹沼竹雄 :気管支嘱息における

臨床統計的研究,第 3報,ヒスタミン固定能,第101回日本内科学会近畿地方会 (昭55.5)

望月吉郎,田口善夫,岡村昭夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒堆,笹沼竹雄 :気管支嘱息発作時に

縦隔気腫,皮下気腫,自然気胸を発生した 1症例,同

川合 満,宗重 彰,浜西正三,冨井秀明,阪井 肝,三島理晃,久野健忘,気管支喘息を伴った妊娠16例の

検討,第54回兵庫県産婦人科学会 (昭55.6)

川合 満,前川暢夫 :副腎皮質ステロイド使用疾患例の妊娠,出産について,第30回日本アレルギー学会総会

(昭55.9)

種田和清,田口善夫,岡村昭夫,望月吉郎,桐谷良一,岩田猛邦,松原恒雄,笹沼竹雄 :Triamcinoloneacet-

onideによる嘱息の治療 (第 2報)一主として老人嘱息を中心に｡第20回日本胸部疾患学会総会 (昭55.4)

5. そ の 他

岩田猛邦,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,松原恒堆,前川暢夫,赤坂清司,小橋陽一郎 :悪性疾

患に合併した ARDSの検討,第20回日本胸部疾患学会総会 (昭55.4)

桐谷良一,田口善夫,岡村昭夫,望月喜郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,笹沼竹雄,小橋陽一郎,市島国

鰭,川辺博彦,相原雅典 :原因不明のびまん性間質性線維化肺炎における長期ステロイド治療による致死的呼吸

器感染症,勝原病による間質性肺炎との比較,同

戸川真一,小橋恭子,稲田雅美,富本浩明,亀山正邦,南風原英之 :運動失調を伴ったカルチノイドの1例,

第101回日本内科学会近畿地方会 (昭55.5)

倉沢卓也,戸川真一,坂東憲司,西山秀樹,川合満,久世文章,中西通泰,前川暢夫,望月吉郎,網谷良一,

種田和清,岩田猛邦,松原恒雄 :非結核性急性膿胸の臨床的検討,第27回日本化学療法学会総会 (昭54.6)
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田口善夫,郡 義明,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,市島国雄,小橋陽一郎 :気管,

気管支アミロイドーシスの1例,第46回日本結核病学会,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会

藤本憲弘 :Pneumocystiscarinii肺炎,症例検討,同

桐谷良一,郡 義明,田口善夫,望月吉郎,種田和治,岩田猛邦,松原恒雄,林 知郎 :妊娠 (9カ月)に生

じた両側同時自然気胸の 1例,同

望月吉郎,カレッド･レシャー ド,水野 浩,北野司久,相原雅典 :胸郭形成術後に発生 した Campilobactor

の1症例,同

梅田文一,坂本広子,波多 信,石原享介,黒田 昭,岩崎博信,中井 準 :慢性閉塞性肺疾患を伴う刀翰型

気管症 9例の臨床的検討,同

石原享介,伊吹康良,太田仁八,浅香隆久,坂本広子,披多 信,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,

Thermoactinomycesvulgarisによると思われる夏型過敏性肺臓炎の1例,同

石村栄治,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄 :mycoplasmapneumoniaeによ

る髄膜炎と考えられる1例,第103回日本内科学会近畿地方会 (昭55.12)

河野博臣,五百蔵昭夫 :癌患者の心身医学的研究 (第 2報),第 4回日本心身医学会近畿地方会 (昭55.1)

河野博臣,五九暮昭夫 :癌患者の心身医学的研究 (第 3報),第21回日本心身医学会総会 (昭55.6)

〔誌 上 発 表〕

1. 結 核

前川暢夫他 :共同研究 (療研),肺結核患者の入院時における薬剤耐性,第 1篇,1977年の調査成績と前 7回

の成績の比較,結核,54:515-522,1979.

前川暢夫他 :共同研究 (療研),肺結核患者の入院時における薬剤耐性,第 2笛,耐性の頻度に関連する因子

について,結核,54:549-555,1979.

前川暢夫,他 :共同研究 (療研),初回治療における INH.RFP.EB併用と INH.RFP.PZA併用の比較に

関する研究,結核,55:7-13,1980.

稲掛英男 :結核菌におけるアミノブルコシッドおよびポリペブタイド系薬剤相互間の交叉耐性について,結核,

55:281′-288,1980.

稲掛英男,山鳥英世,井上 昇,馬淵尚克,池田宣昭,前川暢夫 :結核菌における CPM 耐性菌の KM 耐性

皮,ならびに VM 耐性菌の KM 耐性度および CPM 耐性度について,結核,55:323-330,1980.

馬淵尚克 :慢性結核症に対する化学療法強化の限界,京大胸部研紀要,13:25-31,1980.

前川暢夫,肺結核,診断と治療,68:65-69,1980.

前川暢夫 :肺結核症,総合臨床,28:2345-2350,1980.

2. 感染症の化学療法

山田栄一,賀戸重允,角田沖介,中井 準,清水喜八郎他,共同研究 :呼吸器感染症に対す る KW-1062 と

Dibekacinの二重盲検法による薬効比較試験成績,Chemotherapy28:412-4411980.

山田栄一,賀戸重允,角田沖介,中井 準,清水喜八郎他,共同研究,呼吸器感染症 に対す る Sisomicin と

Dibekacinの二重盲検法による薬効比較試験成績,Chemotherapy442-471,1980.

前川暢夫,中西通泰,松原恒雄,網谷良一,小田芳郎,内平文章,中井 準他 :共同研究,二重盲検法による

Cefroxadinc(CGp-9000)とcephalexinの急性気道感染症に対する薬効比較試験,Chemotherapy,28‥918-963,

1980.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,戸川貢一,稲葉宣堆,賀戸重允,長谷光雄,網谷良

〟 :Cefroxadine(CGPl9000)の呼吸器感染症に対する臨床的研究,Chemotherapy28,S-3,245-249,1980.

前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,坂東憲司 :Cefadroxil(BL←S578)の呼吸器感染症 に対す る臨床的研究,

Chemotherapy,28,S-2,214-2171980･

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,戸川真一 :Cefoperazone(T-1551)
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の呼吸器感染症に対する臨床的研究,Chemotherapy,28,S-6,475.-479,1980.

前川暢夫,中西通泰,真下啓明他 :共同研究,KW-1062の臨床的検討,感染症学雑,54:139-156,1980･

前川暢夫,中西通泰,松原恒雄,岩田猛邦,賀戸重允,北本治他 :共同研究,呼吸器感染症に対するCefotaxinle

と Cefazolinの薬効比較試験,感染症学雑,54:471-517,1980.

前川暢夫,中西通泰,稲葉宣雄,小田芳郎,内平文章,松原恒雄,岩田猛邦,賀戸重允,久世文事,三木文雄

他 :共同研究,呼吸器感染症に対する Cefotaxime4gと Cefazolin4gの薬効比較試験,感染症学雑,54:627

～693,1980,

前川暢夫,中西通泰,稲葉宣雄,小田芳郎,中川圭一他 :共同研究,呼吸器感染症に対する Cefoperazone(T-

1551)と Cefazolin(CEZ)の二重盲検法による薬効比較試験成績 (第 2報),感染症学雑誌,54:798-835,1980.

3. 気管支嘱息

川合 満,前川暢夫,気管支拡張剤 fenoterolhydrobromide(Berotec)錠の頓用および連用による治療効果と

安全性,日胸,39:522-530,1980.

前川暢夫,川合 満,八倉隆保他 :共同研究,新 β受容体刺激性気管支拡張剤 Procaterolの気管支嘱息に対

する薬効検討一全国30施設共同による二重盲検群間比較試験,その1,頓用試験,医学のあゆみ,111:196-215,

1979.

前川暢夫,川合 満,信大隆夫他 :共同研究新 β受容体刺激性気管支拡張剤 Procaterolの気管支哨息に対す

る薬効検討,全国30施設共同による二重盲検群間比較試験,その2,連用試験,医学のあゆみ, 111:544-558,

1980.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文章,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,戸川真一,李 英徹,内藤祐子,

山鳥英世,松原恒雄,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,桐谷良一,中井 準,山田栄一,石原享介,黒田 昭,

岩崎博信,賀戸重允,長谷光雄,吉田敏郎,池田宣昭,小沢 晃,岩井嘉一,馬淵尚克,井上 昇,稲掛英男 :

気管支嘱息患者に対するAA-344の臨床効果,臨床と研究,57:213-225,1980.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文章,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,戸川亮一,李 英徹,内藤祐子,

山鳥英世,松原恒雄,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,桐谷良一,中井 準,山田栄一,稲葉宣雄,小田芳郎,

内平文章,賀戸重允,石橋達雄,吉田敏郎,池田宣昭,小沢 晃,岩井嘉一,馬淵尚克,井上 昇,稲掛英男 :

経口抗アレルギー薬 HC20-511(ketotifen)の成人気管支噛息に対する臨床的検討,臨床と研究,57:586-596,

1980.

川合 満,浜田朝夫,前川暢夫,後藤 武,信太隆夫,松田昌子,池井泰雄,山崎正保 :TA-073の経口投与

による気管支拡張効果の検討,臨床と研究,57:3049-3054,1980.

川合 満,前川暢夫,角田沖介,山田栄一,伊藤和彦他 :共同研究,気管支嘱息に対する tiaramideの効果,

多施設二重盲検試験による検討,臨床と研究,56:3761-3775,1979･

4. 心 身 医 学

河野博臣 :死の受容と家族の問題,死の臨床,1;1,1978.

河野博臣 :癌と死の臨床,死の臨床,2;1,1979.

河野博臣 :死にゆく患者と家族の関係,死の臨床,3:1,1980.

河野博臣 :死の精神療法,精神療法,5:1,1979.

河野博臣 :いのち-の畏れ,生命の重みを考える,看護学生,28‥1,1980.

河野博臣 :生命の畏敬と死の臨床,医師薬進学,5:6,1980.

河野博臣 :死の臨床と心身症,臨床看護,6;3,1980.

河野博臣 :交流分析とユング分析心理学,交流分析研究,2‥1,1980.

河野博臣 :心身症に対する箱庭療法の適応と限界,心身医学,19:2,1979.

河野博臣 :患者の最後をどう看取るか,ModernMedicine,102:7,1980･

河野博臣 :医学におけるネガティブデーターの意味,看護研究,13:ll,1980.
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5. そ の 他

藤井謙裕,望月吉部,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博彦,倉釈卓

也 :自然気胸で発症 し,多臓器に Peliosis様病変を認めた peliosishepatisの1例,日胸疾会誌,17:693-697,

1979.

前川暢夫,倉沢卓也,坂東憲司 :気管支造影 ･気管支ファイバースコピー,臨床と研究,56:3847-3854,1979.

前川暢夫,倉沢卓也,種田和清,岩田猛邦,膿胸の治療法,臨床科学,16:376-381,1980.

石原享介,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,中井 準,横井登志子,北島 薫,中山志郎,上野謙

蔵 :経気管支ブラッシングにより診断した pneumOCyStiscarinii肺炎の1例,日胸,39:237-241,1980.

石原享介,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準,岡本交二,宮本 覚,西山 素,

中村隆澄,山家 武,立道 活,庄村東洋,吉楢正之 :肺癌患者における CEA-特に術前術後における経時測

定の臨床的意義と問題点,目胸,39-1022-1029,1980.

前川暢夫,加藤幹夫,中西通泰,川合 満,久世文幸,泉 孝英,倉沢卓也,西山秀樹,呼吸器病学 (臨床医

学の展望,特集),日医新,No.2912,3～10,1980.

石原享介,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準,新垣光弥,上野謙蔵,谷口惰二,

宮本 武,内国博也,中院邦彦 :血管造影によって診断したPNの 1例,日本臨床,39:463-468,1981.

田中健一 :ベンシジン系色素投与ラット尿の変異原性について,産業医学,22:194-203,1980.

Ken-ichiTanaka,etal;mutagenicityofextractsofurinefrom ratstreatedwitharomaticamines,Mutation

Research,79;173-176,1980.

Xen-ichiTanaka,contactsensitivityinmiceinducedbytolylenediisocyanate(TDI),∫.Dermatology7‥277′-

280,1980｡

中西通泰 :重症感染症と抗生物質,グロブリン製剤,その適切な使い方をめぐって,MedicamentNews,No.

944,1980.

久世文事,最近の呼吸器疾患,Ⅱ,非定型抗酸菌症,中外製薬,1980.

6. 著 書

河野博臣 :生と死の心理,ユング心理学と心身症,創元社,1977.

河野博臣 :分担執筆,石川中編,心身医学,朝倉書房,1979.

河野博臣 :共著,臨床社会心理学,至文堂,1979.

河野博臣 :分担執筆,大江健三郎,中村雄五郎編,文化の現代 6,岩波書店,1980.

中西通泰 :気管支拡張症,分担執筆,今日の治療指針1980,医学書院,1980.

中西通泰 :呼吸器系,分担執筆,亀山正邦編,老年内科学,金芳堂,1980.

7.研究会,講演会,その他

川合 満 :気管支嘱息患者管理上の問題 :京大結核胸部疾患研究所学術講演会 (昭55･1)

波多 信,中井 準 :労作性呼吸困難を主訴とし,関節痛,咳,暁を認め胸部異常陰影を呈 した例,第 8回び

まん性肺疾患研究会 (昭55.2)

西山秀樹,前川暢夫,北市正則,細川昌則 :急性感染症を合併 し進行性破壊性肺病変を呈 した 1例,第 9回び

まん性肺疾患研究会 (昭55.7)

波多 信,中井 準 :インコ飼育者にみられたびまん性肺疾患の1例,同

年田仲-,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,前川暢夫,北市正則 :DPB の2例,第10回びまん性肺疾患研究

会 (昭55.10)

坂本広子,波多 信,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也,白根博文 :第11回び

まん性肺疾患研究会 (昭55.12)

桜井信男,坂東憲司,前川暢夫 :気管支鏡下に興味ある結節性病変を認めた PIE症候群の 1例,近畿気管支
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鏡懇話会 (昭55.ll)

中西通泰 :抗生剤の使い方,京都伏見医師会学術講演会 (昭55.3)

中井 準 :最近の呼吸器感染症の薬物療法について,神戸北医師会学術講演会 (昭55.10)

中井 準 :肺癌の臨床,特にその診断について,奈良医師会学術講演会 (昭55.10)

中西通泰 :非結核肺疾患について,神戸垂水医師会学術講演会 (昭55.ll)

前川暢夫 :呼吸器感染症の種々相,京都医師会,京都胸部医会学術講演会 (昭55.ll)

前川暢夫,

前川暢夫,

前川暢夫,

中西通泰 :

中西通泰 :

中西通泰 :

川合 満,

中西通泰 :SCE-1365研究会 (昭55.1)

中西通泰 :CS-1170研究会 (昭55.1)

中西通泰 :KW-1070研究会 (昭55.3)

T-1551研究会 (昭55.5)

PC-904研究会 (昭55.8)

MZPC-ABPC研究会 (昭55.8)

前川暢夫他 :TY-0048研究会 (昭55.3)

川合 満 :Y-12141研究会 (昭55.4)

前川暢夫,川合 満他 :クレンブテロール研究会 (昭55.6)

川合 満 :IG-10臨床研究会 (昭55.7)

川合 満 :BD40A 研究会 (昭55.8)

川合 満 :NA872研究会 (昭55.9)

川合 満 :気管支職息のアミノフィリン療法,京滋晴息懇話会 (昭55.9)

川合 満 :KW-4354(0Ⅹatomide)気管支噂息研究会 (昭55.10)

川合 満,長野 準他 :気管支嘱息のステロイド療法,IstRokkoConference(昭55.12)

岩崎博信,藤見勝彦,日野 恵,披多 信,黒田 昭,石原享介,梅田文一,山田栄一,中井 準,平田 昭,

宮本 覚,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,内田博也 :気管支カルチノイド腫癌と悪性胸腺腫が合併した-症例,

第17回兵庫県肺疾患懇話会 (昭55.6)

波多 信,坂本広子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :高カルシウム血症を呈 した原発性肺癌の6

例,第18回兵庫県肺癌懇話会 (昭55.ll)

河野博臣 :心身症と心身医学,加西市医師会 (昭55.2)

河野博臣 :死の臨床,基礎と実際,福山医師会 (昭55.2)

河野博臣 :心身症と心身医学,広島趨心理学会 (昭55.4)

河野博臣 :ユング心理学,影と自我,広島交流分析研究会 (昭55.6)

河野博臣 :自己実現とグレイ トマザー,新潟ユング心理学研究会 (昭55.7)

河野博臣 :学校恐怖症と心身症,兵庫県高等学校養護教育研修会 (昭55.8)

河野博臣 :末期癌患者のアプローチ,神大医学部耳鼻科

河野博臣 :癌末期患者の援助,第33回臨床医学と看護セミナー (昭55.7)

河野博臣 :晩期癌患者の援助,消化器臨床セ ミナー

河野博臣 :医学,看護とファンタジーグループ,第 9回ファンタジーグループ,ワークショップ (昭55.4)

河野博臣 :心身医学とユング心理学,日本心身医学協会第 2回全国研究会 (昭55.12)

河野博臣 :ユング心理学と心身症,朝日カルチャ-講座 (昭55.4-55.12)



昭和56.3 - 15-I

内 科 学 第 2 部 門

I. 免疫学の基礎的領域に関する研究

〔学会,研究会発表〕

平田健雄,泉 孝英 :びまん性間質性肺炎 (肺線維症)における末栴血 リンパ球の免疫グロブリン産生能およ

び末梢血を循環する免疫グロブリン分泌 リンパ球の測定とその意義,厚生省特定疾患 ･肺線維症調査研究社,昭

和54年度班会議 (昭55.2)

平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎における免疫学的動態の研究.Ⅲ.びまん性汎細気管

支炎の末梢血中の免疫グロブリン分泌細胞の定量とその意義,第20回日本胸部疾患学会総会 (昭55.4.ll)

平田健雄,西川伸一,竹内 実,泉 孝英 :SPA-SRBCを用いた末梢血中の Ig-SecretingCellの検出とその

意義,第 8回日本臨床免疫学会総会 (昭55.6.5)

平田健雄,藤村直樹,泉 孝英,大島駿作 :過敏性肺臓炎における肺胞洗浄液中のリンパ球のサブセットと機

能について,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭55.ll.29)

Nishikawa,S･,Hirata,T･)Izumi,T･,OsllimaJS∴ PPD-inducedimmunoglobulinproductioninhuman

peripheralbloodlymphocytes,15thJointMeetingTuberculosisPanelofUS-JapancooperativemedicalScience

Program (1980.10)

【こ誌 上 発 表〕

西川伸一,平田健雄,泉 孝英,大島駿作 :Pf'D により誘導されるヒト末梢 リンパ球の免疫グロブリン産生

機構,昭和54年度日米医学協力研究報告書.

2. 結核の免疫に関する研究

〔学会,研究会発表〕

大山口握,大島駿作 :ツベルクリン反応における Necroseの意義,第45回実験結核研究会総会 (昭55.9)

大山口握,本田和徳,松井祐佐公,木野稔也,小原幸信,大島駿作 :ツベルクリン型遅延型皮内反応の発現機

構に関する研究,第30回日本アレルギー学会総会 (昭55.9)

大山口握,本田和徳,松井祐佐公,木野稔也,小原幸信,大島駿作 :遅延型ツベルクリン反応担当細胞および

皮内反応の発現機構に関する研究,第10回日本免疫学会総会 (昭55.12)

3. 肺癌に関する研究

〔学会,研究会発表〕

本田和徳,松井祐佐公,門 政男,小原幸信,大島駿作,佐藤篤彦 :肺結核を合併した肺癌症例の検討,第55

回日本結核病学会総会 (昭55.4)

Oshima,S･,Izumi,T･,KadoタM.,Sato,A･,Honda,K･: Immunothcrapyoflungcancerwithschizophyllan,

IIWorldConferenceonLungCancer(1980.6)

門 政男,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者における TP-1の使用経験,胸腺ホルモン研究会 (昭55.ll.8)

藤村直樹,弗原順一,浦安清孝,北市正則,本田和徳,平田健雄,門 政男,大山口握,木野稔也,泉 孝英,

大島駿作,小原幸信 :非喫煙者における肺癌の riskfactor一癌家族歴および手術侵襲歴との関連性について,節

21回日本肺癌学会総会 (55.ll.4)

泉 孝英,門 政男,大島駿作 :肺癌における血中 β2-microglobulin測定の診断学的意義について,第21回日

本肺癌学会総会 (55.ll.5)

泉 孝英,門 政男,大島駿作,長井苑子 :Thymostimulinの肺癌症例末栴血 リンパ球におけるE-rosette形

成細胞増加作用,第21匝旧 本肺癌学会総会 (55.ll.5)
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〔誌 上 発 表〕

Izumi ,T.,Nagai,S･,Suginoshita,T.: Serum immunosuppressiontestasanewtoolforimmunodiagnosisof

lungcancer,CancerResearch40:444,1980.

4. 気管支噂息およびアレルギーに関する研究

〔学 会 発 表〕

木野稔也,泉 孝英,大島駿作,中村正義,乾 修然 :塵肺におけるⅠ型アレルギーの関与について,第20回

日本胸部疾患学会総会 (昭55.4,広島)

木野稔也,大島駿作 :昆虫による気管支噛息の研究,ⅠⅩ,"媒 ･蛾"ァレルゲンと "トビケデ'ァレルゲンの

相互関係,第30回日本アレルギー学会総会 (昭55.9,東京)

大島駿作,木野稔也,大山口握,満安清孝,岡安大仁,山口道也,藤田洋祐,小関洋男 :昆虫アレルゲンによ

る気管支嘱息と鼻アレルギーに関する研究,第30回日本アレルギー学会総会 (昭55.9,東京)

〔誌 上 発 表〕

木野稔也,橋本圭司,満安清孝,松井祐佐公,大島駿作 :気管支端点重積発作に対する治療一一水溶性-イド

ロコーチゾン (サクシゾン)による治療経験,臨床と研究,57‥915,昭55.

KinO,T.andOshima,S.: ReaglnlCSensitivitytoinhalantsofmoth,butterflyandsilkworm in patientswith

bronchialasthma,Advancesinallergologyandimmunology,ed.,PergamonPress,1980,p.457.

5. サルコイ ドージスに関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

泉 孝英 :Propionibacterium acnesの Immunomodulation作用,文部省特定研究 ｢難病｣サルコイドージス

の発症進展機構における Propionibacteriu- の役割に関する基礎的研究斑会議 (55.1.31)

泉 孝英 :血清 ACE,Lysozymeの鑑別診断的意義と予後との関連性,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研

究斑,昭和54年度第 2回班会議 (55･2･8)

泉 孝英 :Propionibacterium の Immunomodalation作用,厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究班,昭和

54年度第 2回班会議 (55.2.8)

泉 孝英 :サルコイ ド-ジスにおける TBLB,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班, 昭和54年度第 2

回班会議 (55.2.9)

泉 孝英 :肺野病変の予後,厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究班,昭和54年度第 2回碇会議 (55.2.9)

泉 孝英 :Propionibacterium acnesの immunomodulation作用- サルコイ ド-ジスの病因と関連して- ,

第 6回難病シンポジウム (55.2.15)

西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :サルコイド-ジスにおける PPD 反応性T リンパ球の機能異常に関する研究,

第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4.10)

三上理一郎,泉 孝英,他 :第 6回サルコイド-ジス実態調査成績 (1973-1977),第20回 日本胸部疾患学会

総会 (55.4.10)

満安清孝,橋本圭司,北市正則,藤村直樹,本田和徳,西川伸一,門 政男,泉 孝英,小原幸信,大島駿

作 :サルコイド-ジスにおける経気管支肺生検の診断学的意義に関する検討,第20回日本胸部疾患学会総会 (55.

4.ll)

山本正彦,泉 孝英他 :サルコイド-ジスに対するコルチコステロイ ドの間欺投与の効果 (第2報),第20回

日本胸部疾患学会総会 (55.4.ll)

Mikami,R.,Izumi,T.etal.: C0-OperativeclinicalevaluationofS-ACEdeterminationinsarcoidosis. 3rd

EuropeanConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDisorders,NoviSad(1980･5･22)
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Izumi,T.: Serum PFC suppressiveactlVltyandcourseofsarcoidosis. 3rdEuropeanconferenceonSarcoi-

dosisandotherGranulomatousDisorders,NoviSad(1980.5.22)

泉 孝英,藤村直樹,大島駿作 :サルコイ ド-ジス診療の進歩,第32回国立大学附置研究所結核及び胸部疾患

談話会 (55.ll.22)

北市正則,岩井和郎,布施祐輔,米田良蔵,浅本 仁,他 ‥Workshop サルコイ ド-ジス.にお け る TBLB,

TBLB成績のまとめ,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班,昭和55年度第 1回班会議 (昭55.8)

K.Honda,M.Kado,T.Izumi,T.Osaki,Y.Hiraga,K.Iwai,R.Yoneda,M.Washizaki,Ii.Homma,J.

Kal)e,H.Osada,Ii.Okano,T.Furuie,H.Hosoda,Y.Ito,K.Hirasawa,I.Mochizuki,A.Sato,Y.Yamamoto,

R.Amitani,R.Mikami,N.Kurihara,T.Tachibana,S･Hitomi ,N･Ochi,FIKitatani,JINakai,M.Yamakido,

K.Shima,S.Miyagi: TBLB asadiagnosticprocedureforSarcoidosisinJapan･ -A cooperativestudyin

twenty-fourhospitals-,2ndWorldCongressforBronchology,(昭55.6･I)iisseldorf)

藤村直樹,竹内 実,満安清孝,本田和徳,平田健雄,西川伸一,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :気管支肺

胞洗浄細胞 (broncho-alveolarlavagecell)を用いた肺疾患の免疫学的研究 (第 1報)サルコイ ドーシス,肺癌,

塵肺症例における 73ALICellの細胞分画および免疫グロブ I)ン産隼能 について, 第30回 目木アレルギー学会総

会 (昭55.9)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英 :サルコイ ド-ジス患者血清によるマウスにおける Suppressorcellの誘導, 昭和53年度厚生省特定

疾患サルコイ ド-ジス調査研究班研究業績,p･106,昭54年 3月

平賀洋明,泉 孝英,他 :サルコイ ドージスにおけるいわゆる肺線維症の X線学的検討 (第 1報),昭和53年

度厚生省特定疾患サルコイ ド-ジス調査研究妊研究業績,p.145,昭54年 3月

北郷 修,泉 孝英,他 :スイス抗原,サルコイ ド-ジス研究協議会クベイム抗原製造番号41-A によるクベ

イム ･テス トの成績,昭和53年度厚生省特定疾患サイコイ ド-ジス調査研究姓研究業績,p.165,昭54年 3月

山本正彦,泉 孝英,他 :サルコイ ド-ジスに対するコルチコステロイ ド治療の共同研究,昭和53年度厚生省

特定疾患サルコイ ド-ジス調査研究班研究業績,p･229,昭54年 3月

立花時夫,泉 孝英,他 :サルコイ ドージス急性発症症例の予後,昭和53年度厚生省特定疾患サルコイ ドージ

ス調査研究班研究業績,p.258,昭54年 3月

Izumi,TリSuginoshita,T･: Plaqueforming cellresponsesuppressivefactorinsarcoidosisserum･ Eight

InternationalConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDiseasesp･449･ AlphaOmegaPublishing

Limited.Cardiff,1980.

Tachibana,T.,Izumi,T.,etal.: Re-evaluationoftheprognosticsignificanceofsarcoidosisofacuteonset.＼

Eigh tInternationalConferenceon Sarcoidosisand otherGranulomatousDiseasesp･551. AlphaOmega

PublishingLimited. Cardiff,1980･

Hongo70･,Izumi,T･,etall: AnalysisOfresultsoftheKveim testsusingSwissKveim antlgen. Eight

InternよtionalConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDiseases.p･760･ AlphaOmegaPublishing

Limited.Cardifも1980.

泉 孝英 :サルコイ ド-ジス,臨床科学,16:400,1980.

泉 孝英 :Complicatedsarcoidosisの臨床所見と胸部Ⅹ線所見,第22回肺線維症研究会討議録,p.32,昭55年

11月

6. 免疫薬理学的研究領域に関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

竹内 実,大島駿作,泉 孝英 :ECG,Pr｡pionibacterium acnesの Immunomodulation作用,第44回実験結

核研究会 (55.4.6)
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泉 孝英 :胸腺,シンポジウム ｢ホルモンの免疫,造血系におよぼす影響について｣第33回近畿血液学会地方

会 (55.5.17)

Izumi,T.,Takeuchi,M.,Nagai,S.,Iwaki,K.: Immunosuppressiveeffectsofantimicrobialdrugsonthe

murineimmuneresponse. FirstInternationalConferenceonImmunopharmacology. Brighton(1980.7.31)

Izumi)T∴ Lentinaninhibitionofsuppressorcellactivityinthemurineimmunereaction･ International

Symposium "Manipulationofhostdefensemechanisms". Niigata(1980.10.4)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英,藤村直樹 :Propionibacterium acnes の Immunomodulation作用に関する研究 (第2報),文部省

特定研究 ｢難病｣難病の発症機構に関する基礎的研究,昭和54年度研究業績,p.259,昭55年 3月

7. 肺線維症,間質性肺炎に関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

泉 孝英,北谷文彦,三上理一郎 :近畿地区における ｢びまん性肺疾患｣に関する調査研究状況,厚生省特定

疾患肺線維症研究班,昭和54年度班会議 (55.1.29)

泉 孝英 :びまん性肺疾患における血清 ACE,血清 lysozyme値,厚生省特定疾患肺線維症研究班昭和54年

度班会議 (55.1.30)

平田健堆,泉 孝英 :びまん性間質性肺炎における末梢血 リンパ球の免疫グロブリン産生能および免疫グロブ

リン分泌 リンパ球の測定に関する検討,厚生省特定疾患肺線維症研究社昭和54年度班会議 (55.1.30)

北市正則,平田健雄,泉 孝英 :原因不明のびまん性間質性肺炎における末栴気艦内大細胞の鉄染色所見につ

いて,第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4.10)

⊂誌 上 発 表〕

Ochi,T.,Izumi ,T.,etal.: A new typeofhypersensitivity pneumonitisinJapan･ EightInternational

ConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDiseasespl7057AlphaOmegaPublishingLimitedlCardiff,

1980.

8.産業性肺疾患に関する研究

〔学 会 発 表〕

泉 孝英 :ベリリウム肺,シンポジウムⅠ,職業性呼吸器疾患一現在と将来の問題点-,第20回日本胸部疾患

学会総会 (55.4.10)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英 :慢性ベリリウム肺10症例の臨床所見,昭和53年度厚生省特定疾患サルコイ ド-ジス調査研究社研究

業績,p.319,昭55年 3月

Nishikawa,S.,Hirata,TリKitaichi,M.,Izumi,T.: ThreeyearprospectivestudyofMantouxreactionsin

factoryworkersexposedtoberyllium oxide･ EightInternationalConferenceonSarcoidosisandotherGranulo･

matousDiseases. p.722.AlphaOmegaPublishingLimited･Card岬,1980･

泉 孝英 :職業性肺疾患の免疫学,クリニカ,7:909,1980,

泉 孝英 :慢性べリリリウム肺,日胸疾会誌,18‥19,1980,

9.その他の肺および呼吸器疾患についての研究

〔学 会 発 表〕

満安清孝,大島駿作,福間謙助 :わが国における α1アンチ トリプシン表現型の分布と喫煙の α1アンチ トリプ



昭和56.3 - 19-

シン濃度に及ぼす影響について,第20回日本胸部疾患学会総会 (昭55.4)

松井祐佐公,満安清孝,北市正則,本田和徳,藤村直樹,平田健雄,西川伸一,大山口遅,門 政男,木野稔

也,泉 孝英,小原幸信,大島駿作 :LowerLungFieldTuberculosisについて,第55回 日本結核病学会総会

(昭55.4)

平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :び慢性汎細気管支炎における免疫学的動態の研究,Ⅲ,び慢性汎細気管支炎

の末梢血中の免疫グロブリン分泌細胞の定量とその意義,第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4.ll)

【二誌 上 発 表〕

大島駿作 :免疫不全症候群と肺感染症,今日の治療指針,医学書院 (東京),p･198,1980･

大島駿作 :肺炎,治療,62:268,1980.

門 政男 :呼吸器の感染防御機構に関する研究,第 2第 呼吸器感染防御因子としての Lysozymeに関する研

究,京大胸部研紀要,13:32,1980.

10･ 症 例 報 告

〔学会 ･研究会発表〕

北市正則,平田健雄,本田和徳,藤村直樹,泉 孝英,小原幸信,大島駿作,須藤千鶴子,中屋敷博,古田睦

広 :原因不明のびまん性間質性線維化肺炎の急性増悪を伴った腺表皮型肺癌の1剖検例,第32回肺癌学会関西支

部会 (昭55.2)

北市正則,満安清孝,藤村直樹,泉 孝英,小原幸信,大島駿作,加藤弘文,清水慶彦,古田睦広 :著明な牌

転移が認められた肺内重複癌の1剖検例,第32回肺癌学会関西支部会 (昭55.2)

北市正則,平田健堆,小原尊信,大島駿作,泉 孝英,清水慶彦 :びまん性肺疾患92例,第 8回びまん性肺疾

患研究会 (昭55.2)

竹内 覚,町野満夫,山口 希,南山 進,北市正則,泉 孝英 :胸痛で受診したびまん性肺疾患の1例,罪

8回びまん性肺疾患研究会 (昭55.2)

北市正則,門 政男,泉 孝英,大島駿作,青木 稔,加藤弘文 :感状陰影で発見された SclerosingHeman-

giomaoftheLungの1例,第101回日本内科学会近畿地方会 (昭55.3)

浅本 仁,古田睦広,北市正則 :Steelmouseの胸腺,その形態と機能,第69回日本病理学会総会 (昭55･6)

中井栄一,鈴木康弘,北市正則,徐 航零,浅本 仁,古田睦広 :フ7)-ズフラクチャ一法による正常ラット,

マウスの肺表面活性物質の観察,第69回日本病理学会総会 (昭55.6)

西山秀樹,前川暢夫,北市正則,細川昌則 :急性感染症を合併し,進行性破壊性肺病変を呈した 1例,第 9回

びまん性肺疾患研究会 (昭55.7)

牛田伸一,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,前川暢夫,北市正則 :Guillain-Barrと-Strohl症候群に併発したと

思われるDPBの1例,第10回びまん性肺疾患研究会 (昭55.10)

本田和徳,藤村直樹,満安清孝,北市正則,門 政男,大島駿作 :原発性肺癌を疑った上顎癌気管支粘膜下転

移 (Endobronchialmetastasis)の1例,第32回肺癌学会関西支部会 (昭55.2)

本田和徳,藤村直樹,満安清孝,北市正則,平田健雄,松井祐佐公,門 政男,大島駿作 :治療中腰椎硬膜外

転移を認め,癌性髄膜炎を来たした肺小細胞癌の1例,第33回肺癌学会関西支部会 (昭55.8)

本田和徳,浦安清孝,藤村直樹,平田健雄,門 政男,泉 孝英,大島駿作,北市正則,黒住真史 :ステロイ

ド治療中の肺癌症例に発生した Pneumocystiscarinii肺炎の3例,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭55･

ll)

牛田仲-,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,前川暢夫,北市正則 :最近経験した DPBと思われる症例,第10

回びまん性肺疾患研究会 (昭55.10)

沢野哲重,早川道雄,堺 幹太,川上一郎,浅本 仁,古田陸広,北市正則,泉 孝英 :TBLB でびまん性

細気管支炎と考えられた1例,第10回びまん性肺疾患研究会 (昭55.10)
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越智規夫,泉 孝英,北市正則 :H.influenzaeに対する抗生物質治療とメ ドロキシン2T/日 の長期服用によ

り良好な経過をとりつつある DP13の1例,第10回びまん性肺疾患研究会 (昭55.10)

竹内 覚,町野満天,山口 希,南出 進,北市正則,泉 孝英 :自然気胸を反復 した肺 HistiocytosisX の

1例,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭55.ll)

折田雄一,大道重夫,浅本 仁,古田眺広,北市正則 :Eosinophilicgranulomaofthelungの 1例,第15回日

本胸部疾患学会近畿地方会 (昭55.ll)

北市正則,平田健雄,門 政男,泉 孝英,大島駿作,清水慶彦,小原幸信 :肺胞蛋白症の3例,第15回日本

胸部疾患学会近畿地方会 (昭55.ll)

〔誌 上 発 表〕

北市正則,平田健雄,泉 孝英 :腺表皮型肺癌の合併をみた UIPの 1剖検例,第21回肺線維症研究会討議録

(昭55.9)

古川福実,本田和徳 :膳部基底細胞癌と癌性胸膜炎の合併例,皮膚科紀要,75:37,1980.

ll. そ の 他

〔分 担 執 筆〕

泉 孝英 :織田敏次他編,内科セミナーRES3,閉塞性肺疾患,間質性肺炎,肺線維症,p.219-241,永井書

店,大阪,昭55.

泉 孝英,満安清孝,森下玲児 :a1-アンチ トリプシン,日本臨床1980年春季増刊,血液,尿,化学検査,816,

昭55.

泉 孝英 :結合組織病 (勝原病)における胸郭内病変,今日の治療指針,1980,p.214,医学書院.

泉 孝英 :阿部正和他編,新臨床内科学,第 3版,サルコイド-ジス,p.114,1980.

〔講 演 会〕

大島駿作 :呼吸器の感染防御機構,学術講演会 (昭55.3)

大島駿作 :呼吸器疾患における最近の話題,浜松医大 (昭55.4)

大島駿作 :TBLBによる肺疾患の診断,北野病院 (昭55.ll)

泉 孝英 :細胞レベルでみた免疫機構,第 9回実地医家のための臨床アレルギー講習会,日本アレルギー協会

中部支部主催 (55.2.2)

泉 孝英 :慢性ベ リリウム肺,第16回京阪神呼吸器疾.患談話会 (55.3.8)

泉 孝英 :サルコイ ド-ジスーその周辺と鑑別,島田市立病院医師研修会 (55.10.16)

木野稔也 :昆虫による気管支嘱息,京大胸部研学術講演会 (昭55.1.26)

木野稔也 :気管支瑞息の診断と治療,京都府医師会学術講演会 (昭55.3.21)

北市正則 :肺腫癌の病理,国立京都病院,水曜講座 (昭55.9)

北市正則 :肺癌の病理組織像,浜松医科大学 (昭55.12)

満安清孝 :サルコイ ド-ジスにおける TBLBについて,内視鏡談話会 (昭55.7)

満安清孝 :サルコイ ド-ジスの内視鏡所見について,サルコイ ド～ジス協議会 (昭55.9)

藤村直樹,黒住真史,竹内 実,泉 孝英 :気管支肺胞洗浄の細胞成分について,サルコイ ド～ジスワーク ･

ショップ, (昭55.8)
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胸 部 外 科 学 部 門

〔こ学 会 発 表〕

1. 腫 療

伊藤元彦 :胸腺関連腰痛の分類と治療- ヌードマウス移植腫癌の所見を中心に- ,胸部研学術講演会 (55.

1)

橋本圭司,立石昭三他 :化学療法が奏効した子宮平滑筋肉腫肺転移例 について,第32回肺癌学会関西支部会

(55.2)

前里和夫,高橋憲太郎,カレッド･レシャー ド,人見滋樹,遭 輝栄 :胸部Ⅹ線上正常像を呈した肺門部早期

癌の1症例,第32回肺癌学会関西支部会 (55.2)

岡本交二,官本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :肺癌患者 における

CEA-特に術前術後における経時的測定の臨床的意義と限界,第32回肺癌学会関西支部会 (55.2)

北野司久,カレッド･レシャー ド,光岡明夫 :化学療法の効果を高める試み(1)invivo感受性テス トを中心に,

第32回肺癌学会関西支部会 (55.2)

伊藤元彦,青木 稔,玉田二郎,和田洋己,清水慶彦,寺松 孝 :肺癌切除例における長期維持化学療法の併

用効果,第32回肺癌学会関西支部会 (55.2)

カレッド･レシャード,光岡明夫,北野司久 :化学療法の効果を高める試み (2)血中活性化物質を指標にして,

第32回肺癌学会関西先部会 (55.2)

青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :ヒト気管支のヌードマウス移植とベンツピレン投与による上皮の

変化,第32回肺癌学会関西支部会 (55.2)

瀧 俊彦,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸邸,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :開胸により初めて診

断しえた小塊状陰影,同上学会 (55.2)

小鯖 覚,船津武志,二宮和子,宮本好博,瀧 俊彦,松原義人,畠中陸郎,池田貞雄 :癌性胸膜炎の治療,

胸水の Infusionの試み,同上学会 (55.2)

宮本好博,二宮和子,池田貞雄,′J､鯨 覚,松原義人,畠中陸郎,船津武志,瀧 俊彦 :肺癌の免疫化学療法,

同上学会 (55.2)

二宮和子,宮本好博,瀧 俊彦,松原義人,小鯖 覚,畠中陸邸,船津武志,池田貞雄 :肺癌の多剤併用化学

療法 (FUMCET),同上学会 (55.2)

玉田二郎,和田洋己 伊藤元彦,寺松 孝 :肺癌を疑い肺葉切除を施行 した肺結核の5例,第55回日本結核病

学会 (55.4)

伊藤元彦,高嶋義光,青木 稔,玉田二郎,和田洋己,寺松 孝 :縦隔 germ celltumor由来ヌードマウス移

植株からみた germ celltumorの分類に関する考察,第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4)

高橋憲太郎,前里和夫,カレヤド･レシャード,人見滋樹,鈴木庸之 :縦隔リンパ管腫の1切除例,第 127回

近畿外科学会 (55.5)

志熊 粛,岡田英彦,倉田昌彦 :両側乳癌手術例の経験,同上学会 (55.5)

金城 明,青木 稔,渡部 智,玉田二郎,加藤弘文,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,牧木一男,

岸本誠司 :胸部-進展 した甲状腺癌の外科的治療,同上学会 (55.5)

カレッド･レシャード,光岡明夫,北野司久 :小児の縦隔腫癌,日本胸部外科学会関西地方会 (55･6)

小鯖 覚他 7名 :縦隔カルチノイドの2例,同上学会 (55.6)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,鈴木庸之,奥田 正 :縦隔嚢腫の6切除例,第23回日本胸部外科学会関西

地方会 (55.6)

中村隆澄,-平田 昭,竹内義広,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 泰,秦 紘,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :高齢者肺癌症例 (70才以上)に対する外科治療の検討,同上学会 (55.6)

平田 昭,宮本 覚,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,山田栄一,中井 準,内田博也 :気管支カルチノイ ド
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腫痔と悪性胸腺腫が合併した 1症例,第17回兵庫県肺癌懇話会 (55.6)

中納誠也,小林君美,井上律子,山中 晃,住友伸一 :胸腺嚢腫の4例,第54回日本結核病学会東海地方会,

第37回日本胸部疾患学会東海地方会 (55.6)

Ito,M･,Aoki,M･,Tamada,J･andTeramatsu,T.: Epithe】ialchangesofhumanbronchitransplantedin

nudemice,2ndWorldConferenceonLungCancer(55.6)

Okada,HリKurata,M･,etal.: Broncbo丘berscopicExaminationfらrScreeningoftheMalignantLungTumors,

2ndWorldCongressforBronchology.

Hitomi,S･)Teramatsu)T･,Funatsu,T･: MediastinoscoplCandThoracoscopicFindingsinLungCancer)2nd

WorldConferenceonLungCancer(55.6)

Kitano)M･1Mitsuoka)A･1Reshad)K･)andTeramatsu)T･: StudyofinvivosensitivltytestOfanti-cancer

drugs,2ndWorldConferenceonLungCancer(55.6)

Matsubara,Y.,Funatsu,T･)Taki,T･)Kuwabara?M･andIkeda,S･: Tumor-specificantibodyintheregional

lymphonodesofpatientswitlllungcancer,2ndWorldConferenceofLungCancer(55.6)

山中 晃,中納誠也,井上律子,小林岩美 :結腸癌,乳癌の既往を有する肺癌の1症例,第34回中部肺癌学会

(55.6)

山中 晃,住友伸一,中納誠也,井上律子,中林君美 :Pancoast型腫疫の2例,第36回中部肺癌学会 (55.6)

光岡明夫,カレヤド･レシャード,北野司久 :高 CEA値より診断できた肺癌症例の検討,奈良県呼吸器疾患

研究会 (55.7)

北野司久,カレッド･レシャー ド,光岡明夫 :当科 における肺癌 275例の手術成績,奈良県呼吸器疾患研究

会(55.7)

金城 明,玉田二郎,青木 稔,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :巨大ブラ内に生じた早期肺癌の一例,第33

回肺癌学会関西支部会 (55.8)

玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支内腔にポリープ状に進展した乳頭状腺癌の1例,第33回肺癌学会関西

支部会 (55.8)

光岡明夫,カレッド･レシャー ド,北野司久 :肺転移を伴 なった悪性血管外皮細胞腰 に対す る combinid

therapyの検討,同上学会 (55.8)

カレッド･レシャー ド,光岡明夫,北野司久 :ヌー ドマウス移植人肺癌に対する制癌剤感受性テス ト- 悪性

血管外皮細胞腰を標的細胞として- ,同上学会 (55.8)

飯田恒二,岡田英彦,倉田昌彦,室本 仁,藤田正憲,本田裕宏 :縦隔,胸腺扇平上皮癌の2症例,同上学会

(55.8)

加藤弘文,青木 稔,金城 明,玉田二郎,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :肺癌における気管支形成術の経

顔,同上学会 (55.8)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,石川治二,畠山勝行,佐野耕三 :肺癌骨転移に対する観血的治療例の検討,

第33回肺癌学会関西支部会 (55.8)

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,カレッド･レシャー ド,永田 格 :甲状腺癌の肺転移巣の RI治療後の切

除例,同上学会 (55.8)

瀧 俊彦,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :PAP法 による肺癌

組織内 CEAの検討,同上学会 (55.8)

小鯖 覚,宮本好博,瀧 俊彦,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌における sarcoid

reaction,同上学会 (55.8)

宮本好博,小鯖 覚,瀧 俊彦,二宮和子,松原義人,畠中陸邸,船津武志,池田貞雄 :Nevilleisprosthesis

による気管分岐部再建,同上学会 (55.8)

北野司久 :肺癌に対する Invivo感受性テス ト,厚生省がん研究下里改姓会議 (55.9)

伊藤元彦 :肺巨細胞癌切除例の臨床病理学的検討,厚生省がん研究服部班粧会議 (55.9)

伊藤元彦,和田洋己,高嶋義光,玉田二郎,寺松 孝 :胸腺関連腫疫の分類の体系化について,第33回El本胸

部外科学総会 (55.9)



昭和56.3 - 23-

北野司久,カレッド･レシャー ド,光岡明夫 :手術を中心とした肺癌の集約治療の研究,第33回日本胸部外科

学会総会 (55.9)

北野司久,カレッド･レシャー ド,光岡明夫 :癌化学療法の効果を高める試み- 血中活性化物質を指標にし

て,日本癌治療学会総会 (55.9)

松原義人,池田貞雄,小鯖 覚,宮本好博,瀧 俊彦,畠中陸郎,二宮和子,船津武志 :肺癌におけるACTH

の診断学的意義,第18回日本癌治療学会 (55.9)

カレッド･レシャー ド,光岡明夫,北野司久 :ヌ- ドマウス移植人肺癌を用いた実験的化学療法 (第3報),

日本癌治療学会 (55.9)

北野司久,カレッド･レシャー ド,光岡明夫 :肺癌における CarcinoEmbryonicAntigcn の研究,同上学会

(55.9)

加藤弘文,水野 浩,神頭 徹,青木 稔,金城 明,渡部 智,玉田二郎,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,

寺松 孝 :高齢者肺癌における肺切除術の問鼠点,第33回日本胸部外科学会総会 (55.9)

佐藤新太郎,安湘義男 :肺癌と肺結核の鑑別診断について,国立病院国立療養所総合医学会 (55.10)

山中晃,住友伸一,中納誠也,井上律子,小林君美 :神経性縦隔腫場12例の検討,第54回日本結核病学会東海

地方会 (55.6)

伊藤忠弘,秋山文弥,平岩卓根,山田和範,田中 暁 :肺に悪性線維組織球腹と扇平上皮癌が合併 した 1例,

第19回日本臨床細胞学会秋期大会 (55.ll)

北野司久, カレッド･レシャー ド:Nu-マウスを用 い る制癌剤感受性検査法 (第 4報),制癌剤適応研究会

(55.ll)

清水慶彦,青木 稔,金城 明,玉田二郎,渡部 智,加藤弘文,和田洋己,伊藤元彦,寺松 孝,岸本誠司,

牧本一男 :胸部気管に浸潤をきたした甲状腺癌の治療経験,第32回日本気管食道科学会総会 (55･11)

小鯖 覚,宮本好博,瀧 俊彦,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌における sarcoid

reaction,第21回日本肺癌学会総会 (55.ll)

二宮和子,松原義人,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,瀧 俊彦,畠中睦郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌の多

剤併用化学療法 (FUMCET),同上学会 (55.ll)

瀧 俊彦,小解 党,官本好博,松原義人,畠中陵郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌組織内 CEA と

血清 CEA,第21回日本肺癌学会総会 (55.ll)

カレッド･レシャ- ド,光岡明夫,北野司久,高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹 :抗癌剤の胸膜透過性の検討,

同上学会 (55.ll)

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,永田 格 :甲状腺癌の肺転移,第21回日本肺癌学会総会 (55.ll)

青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :ベンツピレン投与によるヌードマウス移植ヒト気管支の発癌実験,

同上学会 (55.ll)

玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :肺腺癌の産生粘液からみた亜型分類,同上学会 (55.ll)

北野司久,カレッド･レシャー ド,光岡明夫 :肺癌 に対す る Invivo許iU癌剤感受性テス トの研究, 同上学会

(55.ll)

北野司久,カレッド･レシャード,光岡明夫 :肺癌症例に対する cyclophosphamide療法 (2)inducerの意義

について,第21回日本肺癌学会 (55.ll)

倉田昌彦,岡田英彦,飯田恒二,藤田正憲,基本 仁,本田裕宏 :上大静脈症候群を呈 した肺癌18例の検討,

同上学会 (55.ll)

伊藤元彦,高嶋義光,玉田二郎,寺松 孝 :ヒト縦隔 germ celltumor由来 ヌー ドマウス移植株 における

teratocarcinomaおよび -atureteratomaの出現,第39回日本癌学会総会 (55.ll)

北野司久,カレッド･レシャード,光岡明夫 :Cyclophosphamideに対する Nu-マウスの宿主反応,同上学会

(55.ll)

高嶋義光,伊藤元彦,他 :Humanteratocarcinomaの試験管内培養株 (HMT-cells)の invitroおよびヌー ド

マウス-の戻 し移植における多分化能の研究,同上学会 (55.ll)
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足達敏博,高嶋義光,伊藤元彦,他 :HumanTeratocarcinoma由来培養細胞株 (HMT-cells)の樹立と ger-

cellsの壁着伸展性誘導蛋白質 (丘bronectin)産生細胞-の分化について,第39回日本癌学会総会 (55.ll)

伊藤元彦 :ヌ-ドマウス移植によるヒト･テラトーマの研究,第39回日本癌学会総会ラウンドテーブ ルディス

カッション,ヌードマウス移植人癌の形態と機能,指定発言 (55.ll)

池田貞雄,桑原正喜,瀧 俊彦,松原義人,伊藤元彦,寺松 孝 :腫癌特異抗原による肺癌患者の皮内反応,

第39回日本癌学会総会 (55.ll)

松原義人,桑原正喜,瀧 俊彦,池田貞雄 :肺癌患者の領域 リンパ節における腫疲特異抗体の検索 (第 2報),

同上学会

玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :縦隔 germ celltumor3例とそのヌー ドマウス継代移植におけるAFP,HCG

産生,第12回 FunctioningTumor研究会 (55.ll)

住友伸一,中納誠也,伊東政敏,井上律子,小林君美 :老齢者肺癌の外科的治療とその問題点,第37回中部肺

癌学会 (55.ll)

岡田英彦,飯田恒二,倉田昌彦,本田裕宏 :肺過誤腫 6例の経験,第128回近畿外科学会 (55.ll)

水野 浩,カレッド･レシャー ド,光岡明夫,北野司久 :肺癌の手術後の化学療法におけるわれわれのルーチ

ン薬剤選択法,同上学会 (55.ll)

玉田二郎,金城 明,瀧 俊彦,渡部 智,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支異型カルチノイ ドの3症

例,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会 (55.ll)

高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹 :Carcinoma･insituの気管支鏡所見,第14回近畿気管支懇話会 (55.ll)

青木 稔,五十部潤,和田洋己,伊藤元彦,寺松 孝 :Thymolipomaの1例,第16回日本胸部疾患学会近畿

地方会 (55.ll)

2. 結 核

山本博昭,松谷之義,松本守海 :結核性空洞の外科的療法- とくに空洞形成術について,第55回日本結核病

学会要望課題 ｢結核性空洞｣(55.4)

中納誠也,小林君美,井上律子,山中 晃 :最近 7年間の膿胸の治療に対する検討- ,第53回日本結核病学

会東海地方学会,第35回日本胸部疾患学会東海地方会 (55.6)

3. 胸 腺 ･免 疫

倉田昌彦,岡田英彦,志熊 粛,今井輝国,本田裕宏,山崎正博,山辺博彦,高橋 豊 :胸腺 ･胸腺腫摘出後

に胸腺腫再発 ･後天性赤芽球癖を併発 した重症筋無力症の 1剖検例- ,第23回日本胸部外科学会関西地方会

(55.6)

4. 人 工 材 料

T.Teramatsu,Y.Shimizu,Y.Miyamoto,T.Hino,U.ShibalaandS.Okamura: New biomaterialsfor

reconstructivesurgeryoftracheobronchealairwaytract,1stWorld･BiomaterialsCongress,(55･8)

渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,村地孝,日野常稔 :ポリペプチ ド系抗生物質 ｢ポリミキシンB｣

を固定化した抗菌性医用材料,第2回日本バイオマテリアル学会大会 (55.9)

小鯖 覚,他 7名 :人工気管による気管分岐部再建- ,日本胸部外科学会総会 (55･9)

加藤弘文,水野 浩,田村康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :アル ミナセラミックスによる人工胸骨,人

工肋骨の試み- 基礎的検討- ,第18回日本人工臓器学会大会 (55.ll)

渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :卵白T)ゾチーム固定化による抗菌性医用材料- 特に

固定化異種蛋白としての組織内反応について- ,第18回日本人工臓器学会大会 (55.ll)

加藤弘文,水野浩一,田村康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :アルミナセラミックスによる人工胸骨 ･人

工肋骨- 基礎的研究,1980年度整形外科セラミックインプラントコロキウム (55.12)
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5･ 心 ･血 管

秋LLJ文滞,篠崎 拓,島本光臣,上野腸一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根 :連合弁膜症の手術治療におけ

る大動脈弁形成術の意義と成績,第10回日本心臓血管外科学会 (55.2)

官本 覚,福山 守,竹内義広,西内 素,岡本交二,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉相正

之 :乳児開心術の問題点一 婦助手段- ,日本心臓血管外科学会第10回学術総会 (55.2)

山家 武,福山 守,竹内義広,岡本交二.宮本 覚,西岡 素, 中村隆澄,立道 活,庄村東洋,吉栖正

之 :大動脈弁僧帽弁弁膜症の手術適応と成績,同上学会 (55.2)

馬場国蔵,深谷 隆,冨田安彦,吉栖正之 :小児期各種心疾患における左室拡張期機能 (第 5報)- 心房ペ

ーシングによる VSD と PSでの拡張期機能の動き- ,日本循環器学会 (55.3)

深谷 隆,冨田安彦,馬場国蔵,山岡誠二,高木義博,奥町富久丸,柳原階二,加藤 洋,大脇 嶺,吉川純

一,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :静脈洞弁遺残の超音波像,第20回臨床心音図研究会

篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田貿二,平岩卓根,秋山文滞 :輪状絞振塾収縮,心腹炎の 2

手術例,第115回静岡県医師会笑談会 (55.3)

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,干原幸司,平岩卓根,秋山文摘 :大血管転位を伴った三尖弁閉鎖症に対す

るフォンタン手術の 1治療例,第115回静岡県外科医師全集談会 (55.3)

庄村東洋,竹内義広,福山 守,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,

吉栖正之 :僧帽弁置換術後に合併する左室後壁破裂に対する成因の検討ならびに予防対策,第80回日本外科学会

総会 (55.4)

馬場国蔵,深谷 隆,冨田安彦,岡本交二,官本 覚,西内 素, 中村隆澄,立道 清,庄村東洋,吉栖正

之 :複雄心奇形の各種短絡術後遠隔期における肺動脈圧とその血流量,第49回口本循環器学会近畿地方会(55.6)

竹内義広,福山 守,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 舷,立道 活,庄村東洋,

吉栖正之,披多 信,石原亨介,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :左腕頭静脈～右心房問バイパス術

を行った上大静脈症候郡の一例,第17回兵庫県肺癌懇話会 (55.6)

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文禰 :三尖症に対する右心バイパス

手術の経験,第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55.6)

篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,干原幸司,岡凹賢二,平岩 卓,秋山又禰 :収縮性心膜炎の手術上の問題

良,第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55.6)

秋山文滞,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,干原幸司,岡田貿二,平岩卓根 :ApicoIAorticliypass手術の

経験,第23回胸部外科学会関西地方会 (55.6)

庄村東洋,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,

吉栖正之 :左室癌切除術の遠隔成績,第23回日本胸部外科学会 (55.6)

庄村東洋 :心弁膜症の外科,同上学会 (55.6)

岡本交二,平田 昭,竹内義広,福山 守,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 紘,立道 活,庄村東洋,

吉栖正之 :収縮性心膜炎の外科治療,第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55.6)

宮本 覚,平田 昭,竹内義広,岡本交二,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 活,庄村東洋,吉栖正

之 :As°+MR+PH 手術例の検討,同上学会 (同日)

立道 清,平田 昭,竹内義広,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,

吉栖正之 :大動脈弁上狭窄の 2手術症例,同上学会 (同日)

Tatemichi,K∴ Revascularizationofthemyocardium,ⅩⅩⅠⅠ∫nternationalBiennialCongresslnternational

ColledgeorSurgeons(55.6)

Yoshizumi,M.,Tatemichi,K.,Baba,K.: A new valvuloseptoplasty forcompleteform persistentcommon

atrioventricularcanal,XXIIInternationalBiennialCongressInternationalColledgeofSurgeons(55･6)

Tatemichi,K･,Yoshizumi,M.: SurglCaltreatmentofterminalveinvalveanomaly,ⅩXIIInternational

BiennialCongress∫nternationalColledgeofSurgeons(55.6)
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Tatemichi,K･: Dialoguewithexperts,heartsurgery,XXIIInternationalBiennialCongressInternational

ColledgeofSurgery(55.6)

西内 素,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,中村隆澄,秦 舷,立道 活,庄村東洋,

吉栖正之 :ASDを看過していたため術後管理に難渋した肺動脈狭窄の1例,第 1回近畿心臓外科研究会 (55･7)

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弼 :急性期心筋硬塞の外科的治療,第 9回日本

冠動脈外科研究会 (55.9)

篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文摘 :シンポジウム "ジャンプクラ

フトの臨床"ジャンプクラフトを用いた手術例の検討,第33回日本胸部外科学会総会 (55･9)

千原幸司,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,岡田賢二,平岩卓根,秋山文禰 :虚血性心疾患に対する緊急手

術療法の検討,第33回日本胸部外科学会総会 (55.9)

宮本 覚,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,西内 素,中村隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,

吾栖正之 :先天性大動脈狭窄の外科治療,第33回日本胸部外科学会総会 (55.9)

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弼 :CRD-401持続点滴静注法による A-C バ

イパス手術前後の冠動脈撃縮制衝の検討,第21回日本脈管学会総会 (55.10)

小西 豊,黒木輝夫,宮本 覚,立道 清,吉栖正之,高田秀彰,田村 清 :Buerger病に対する外科的治療

の検討,第21回日本脈管学会総会 (55.ll)

立道 清,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 舷,庄村東洋,

吉栖正之 :腹部大動脈癌手術での末栴側処理,第21回日本脈管学会総会 (55.ll)

平田 昭,竹内義広,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :左房癖の1治験例,第127回近畿外科学会 (55.5)

竹内義広,福山 守,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :僧帽弁置換を加えた Bentall手術の1症例,同上学会 (55.5)

立道 清,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 紘,庄村東洋,

吉栖正之 :大道脈弁置換を伴った上行性大動脈癖の手術- その合併症について,同上学会 (55･5)

秦 紘,福山 守,平田 昭,竹内義広,岡村交二,官本 覚,西内 素,中村隆澄,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :遠隔成績からみた心室癖の外科治療,同上学会 (55.5)

島本光臣,秋山文滞 :シンポジウム虚血性心疾患の外科治療,第42回日本臨床外科学会総会 (55.ll)

馬場国蔵,渋谷 隆,冨田安彦,岡本交二,宮本隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :複雑心奇

形の短絡手術遠隔期における至適短絡とは (第2報),第50回日本循環器学会近畿地方会 (55.12)

福山 守,竹内義広,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :Discrete型大動脈弁下部狭窄症の2治験例,同上学会 (55.12)

岡本交二,平田 昭,竹内義広,福山 守,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :緊急人工弁置換術の適応と問題点,同上学会 (55.12)

6. 一般胸部疾患

立石昭三 :Tracheo･innominateartery丘stulaの1例について,第 1回近畿集中治療談話会 (55.1)

伊藤元彦 :気管 ･気管支腺の免疫組織学,気道病態研究会 (55.2)

人見滋樹,前里和夫,立花輝夫 :サルコイドーシスの内視鏡所見,厚生省サルコイドーシス研究会 (55.2)

加藤弘文,神頭 徹,高橋憲太郎,青木 稔,渡辺 智,金城 明,玉田二郎,和田洋己,清水慶彦,伊藤元

彦,寺松 孝 :漏斗胸手術の外科的検討 (過去32例について手術術式を中心に),第80回日本外科学会総会 (55.

3)

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,千度幸司,岡田貿二,平岩卓根,秋山文弼 :胸部 CT像を用いた漏斗胸変

形の指数化表現の試み,第80回日本外科学会総会 (55.4)

永見義隆,志熊 粛,岡田英彦,田辺正也 :漏斗胸のCT所見,特に胸骨偏位と胸部の変形について,第80回

日本外科学会総会 (55.4)
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カレッド･レシャー ド,前里和夫,人見滋樹 :胸膜の抗生剤の透過性,日本胸部疾患学会総会 (55.4)

秋山文滞,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根 :"映画"漏斗胸に対する腹置

筋有茎性胸骨翻転術,第80回日本外科学会総会 (55.4)

カレッド･レシャー ド,前里和夫,人見滋樹,立花輝夫 :BHI,を呈 した 1次性全身性アスペルギローシスの

1症例,第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4)

秋山文滑,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根 :ポーランド症候群 7例の検討,

第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4)

小鯖 覚,官本好博,瀧 俊彦,官本茂充,桑原正喜,松原義人,畠中隆邸,二宮和子,船津武志,池田貞

樵 :第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4)

二宮和子,宮本好博,宮本茂充,桑原正喜,瀧 俊彦,小鯖 覚, 畠中隆邸,松原義人,船津武志,池田貞

樵 :気管ボタン(TracheostomyButton)による慢性呼吸不全患者の管理,同上学会 (55･4)

瀧 俊彦,池田貞雄,小筋 覚,宮本茂充,宮本好博,畠中隆郎,船津武志 :Trachealcollapsc(特にSal,e卜

Sheath型)に対する外科的治療,同上学会 (55.4)

北野司久,カレッド･レシャー ド,光岡明夫 :漏斗胸に対する胸骨翻転術の検討,奈良外科学会 (55･4)

カレッド･レシャー ド,光岡明夫,北野司久 :気管支内異物により3年間気管支肺炎をくりかえしていた 1手

術例,第127回近畿外科学会 (55.5)

宮本好博,瀧 俊彦,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :Saber-sheath型気

管軟化症の外科治療,同上学会 (55.10)

松谷之義,松本守海,山本博昭 :呼吸器運動負荷試験の自動化,第29回共済医学会総会 (5.10)

小鯖 覚,宮本好博,瀧 俵彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺クリプ トコッカス

の3切除例,第127回近畿外科学会 (55.5)

Funatsu,T.,Taki,T.,Matubara,Y.,Hatakcnaka,R.,Miyamoto,Y.,KosalJa,S.,Ninomlya,K.andIkeda,

S.: DiagnosisandTreatmentofTracheobronchomalaciawith AsthmaticAttack,2nd World Congressfor

Bronchology(55.6)

Tamada,J.,Aoki,M･,Shimi zu,Y･,Itoh,M･,Teramatsu,T･‥ Therapeuticbronchoscopyintheoperating

room andtherecoveryroom,2ndWorldCongressforBronchology(55.6)

Ito,M.,Aoki,M.,Tamada,J.and Teramatsu,T.: Significanceofthebronchialglandasalocaldefence

mechanism,2ndW.C.B.(55.6)

Hitomi,S.,etal.: TBLB asaDiagnosticProcedureforSarcoidosisinJapan･ A cooperativestudyin 24

hospitals,2ndW.C･B.(55･6)

Hitomi,S"Maezato,K･,Tachibana)T･: BronchoscopicFindingsandTransbronchoscopicIJungBiopsyln

Sarcoidosis,2ndW.C.B.(55.6)

Aoki,M.,Ito,M.and Hirai,K.: A studyonthedifferentiationmechanism ofthetrachealglandsofratsas

indicatedbyperoxidaseactivity,2ndW･C･B･(55･6)

瀧 俊彦,他 7名 :SaberSheath型気管軟化症の外科治療,第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55･6)

宮本好博,他 7名 :巨大肺膿胞症の治療,同上学会 (55･6)

西内 素,平田 昭,竹内義広,福山 守,岡本交二,宮本 覚,中村隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,

吉栖正之 :術後乳磨胸 5例の経験,同上学会 (二55･6)

千原幸司,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,岡田賢二,平岩卓根,秋山文珊 :胸部 CTによる漏斗胸変形の

評価 :第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55･6)

加藤弘文,他10名 :肺ノカルディア症の-切除例,第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55･6)

清水慶彦 :気管気管支形成術,第23回胸部外科学会関西地方会セミナー (55･6)

光岡明夫,カレッド･レシャー ド,北野司久 :気縦隔造影-CT スキャンの試み,日本胸部外科学会関西地方

会 (55.6)

坂口栄司,藤田正憲,宝本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,志熊 粛,本田裕宏 :Gascanで nodularuptakeを
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認めたびまん性肺疾患の1例,第 9回びまん性肺疾患研究会 (55.7)

立花時夫,人見滋樹,前里和夫 :長期観察したサ症の内視鏡,厚生省サルコイドーシス研究鉦々会議 (55.8)

倉田昌彦,岡田英彦,志熊 粛 :自然気胸の Heimlichvalve(逆流阻止弁)装着による治療- 特に外来通院

治療について- ,第23回日本胸部外科学会総会 (55.9)

瀧 俊彦,他 7名 :気管気管支軟化症の外科治療,第33回日本胸部外科学会総会 (55.9)

宮本好博,他 7名 :70才以上の開胸症例の検討,同上学会 (55.9)

船津武志 :シンポジウム気腫性肺嚢胞症の臨床,同上学会 (55.9)

秋山文弓軌 篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田貿二,平岩卓根 :腹直筋有茎性胸骨翻転術の遠

隔成績一 特にplastonの生者発育児に関する検討- ,同上学会 (55.9)

光岡明夫,カレッド･レシヤー ド,北野司久 :漏斗胸に対する胸骨翻転術30例の検討,同上学会 (55.9)

人見滋樹 :新生児,乳児,小児の気管支鏡の進歩,第 3回日本気管支研究会総会シンポジウム (55.4)

中島道郎,立石昭三 :低酸素衰退について,第 9回救急医学会総会 (55.10)

中納誠也 :特別報告,肺嚢胞症の外科治療の適応について,第36回日本胸部疾患学会東海地方会 (55.10)

秋山文弓軌 篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根 :シネクリニック,漏斗胸に対する腹直筋直

茎性胸骨翻転術 (映画),第42回日本臨床外科学会総会 (55.10)

/J＼鯖 覚,八木一之,宮下好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :Morgagni孔ヘルニ

アの-手術治験例,第128回近畿外科学会 (55.ll)

宮本好博,小鯖 覚,八木一之,松原義人,二宮和子,畠中陸邸,船津武志,池田貞雄 :両側巨大胞のう胞症

の外科治療,第128回近畿外科学会 (55･ll)

青木 稔,伊藤元彦,,平井圭一,小川和朗 :正常および実験的気管 ･気管支炎を招来 させた ラット気管腺の

Peroxidase活性,第21回日本組織細胞化学会総会

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,立花時夫 :サルコイ ドーシス30症例の気管支鏡所見とTBLB,第13回近畿

気管支鏡懇話会 (55.ll)

高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹 :肺塞栓症の3例,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会 (55.ll)

カレッド･レシャー ド,水野 浩,北野司久 :胸郭形成術後に発生 した campilobacterの1症例,同上学会

(55.ll)

立花時夫,人見滋樹,他 5名 :過敏性肺臓炎の1例,同上学会 (55.ll)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,立花時夫 :治療前後で TBLBを行なったサ症 3例,同上学会 (55.ll)

松村理司,立石昭三 :Wegener'sGenulometosisの-症例,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会 (55.ll)

岡田英彦,志熊 粛,飯田恒二,倉田昌彦,室本 仁,藤田正憲 :縦隔偏位と呼吸困難を釆たした小児の巨大

肺のう胞症の1例,同上学会 (55.ll)

官本好博,八木一之,小鯖 覚,広瀬慎一,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管気管

支軟化症の診断と治療,第45回日本結核病学会近畿地方会,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会 (55.ll)

八木一之,小鯖 覚,広瀬慎一,官本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :びまん性

過誤腫性肺脈管筋腫症の一例,同上学会 (55.ll)

小鯖 覚,八木一之,広瀬慎一,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管支嚢

胞の3手術例,第45回日本結核病学会,第15回日本胸部疾患学会 (55.ll)

二宮和子,船津武志,宮本好博,八木一之,広瀬慎一,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,池田貞雄 :巨大肺嚢

胞症の治療,同上学会 (55.ll)

立石昭三 :小児気道内異物の除去に際しての問題点,第317回小児科京都地方会特別発言 (55.ll)

小鯖 覚,宮本好博,池田貞雄,八木一之,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志 :呼吸困難乾性咳轍を

主訴としたびまん性肺疾患の1例,第11回びまん性肺疾患研究会 (55.12)
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〔誌 上 発 表〕

1･ 腫 嬢

西本 孝,岡田英彦,倉田昌彦,室本 仁,小川道子,本田裕宏,他 2名 :肺巨細胞癌の 1症例, 肺癌 Vol･

20;171,1980.

伊藤元彦,寺松 孝 :癌の病期分類の問題点- 肺癌,現代外科学体系年刊迫補 1979-A,中山書店

伊藤元彦,寺松 孝 :日本の肺癌- 治療効果の判定基準- ,日本臨床 Vol.38‥2715,1980.

伊藤元彦,和田洋己,光岡明夫,高嶋義光,松延政一,寺松 孝 :胸腺関連陸揚の分類と治療,胸部外科 33:

567,1980.

中納誠也,山中 晃,井上律子,小林君美 :肋骨原発の細網肉腫の 2例,日本胸部臨床39‥494,1980.

和田洋己,松延政一,伊藤元彦 :浸潤性前縦隔腫疫に対する治療成績の分析,胸部外科33:424,1980.

北野司久,光岡明夫 :Nu-マウスを用いる制癌剤感受性検査法 (第 3報),最新医学7:1494,1980.

人見滋樹,前里和夫, カレッド･レシャー ド:転移性肺癌の診断と治療, multidisciplinarytreatmentのすす

め,関西電力病院医学雑誌11:206,1979.

金城 明,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,牛田仲一,倉沢卓也 :縦隔海綿状血管腫の 1例,京大

胸部研紀要13,1980.

Matsubara,Y.,Funatsu,T.,Hatakenaka,R"Kuwabara,M.,Taki,T"Miyamoto,Y.,Kosaba,S.,Ninomlya,

K･,Ikeda,S･: Tumorspezi丘scheAntik6rperindenreglOnalen,LymphknotenvonPatientenmitBronchial-

Karzinom,PraxisundKlinikderPneumologieVol.34(9).

2.結 核

寺松 孝,和田洋己,松延政一 :膿胸の治療法その 1 (私の治療法),臨床科学16:373,1980.

3. 胸腺 ･免疫

原田孝之,森川 茂,伊藤元彦 :自然沈毅法による簡便な細胞塗抹標本作成法,免疫実験操作法Ⅸ,日本免疫

学会編,1980.

太田光熱,松原史子,小西哲郎,西谷 裕,倉田昌彦 :重症筋無力症における胸腺摘出術の効果 と抗アセチル

コリン受容体抗体,医学のあゆみ115:324,1980.

Wada,H.,Matsunobe,S･,Ito,M"andTeramatsu,T･: ComparativeanalysisofTandBICellsubpopulations

innormalthymusandthymusofmyastheniagraviS,Bull.Chest.Dis.Res.Inst.,KvotoUniv.Vol.13,1980.

松谷之義 :異所性胸腺の発生学的検索,日本胸部外科学会法28:1403,1980.

4. 人 工 材 料

渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,村地 孝,日野常稔 :抗菌性医用材料としての酵素卵白 リゾチー

ムまたはポ リペプチ ド系抗生物質ポ 7)ミキシンBの固定化,人工臓器9(1):267,1980.

渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,村地 孝,日野常稔 :ポ リペプチ ド系抗生物質ポ リミキシンBを

固定化 した抗菌性医用材料,第 2回日本バイオマテ リアル学会大会論文集 3,1980.

5.心 ･血 管

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩草根 :連合弁膜症の手術治療におけ

る大動脈弁形成術の意義と成績,日本心臓血管外科学会雑誌10(3):169,1980.

庄村東洋,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家武志,立道 活,吉栖正之 :急性呼吸

不全および悪性高体温症に対する股動脈問バイパスを用いた補助循竃の経験,膜型肺3:49,1980.

吉栖正之,庄村東洋 :大動脈内バルーンパ ンピング法- 生理的意義と外科療法との関連について- ,循買

器科 Vol.7(2):89,1980.
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中村隆澄 :急性期心筋梗塞とくに asynergyに対する IABPの効果に関する実験的研究,日本胸部外科学会雑

誌 Vol.8(6):911,1980.

宮本 覚,岡本交二,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 活,庄村東洋,吉栖正之,深谷 隆,畠田安彦,

馬場国蔵 :総肺静脈還流異常症を合併 した Fallot四散症の 1根治手術治験例,胸部外科33(9):712,1980.

6. 一般胸部疾患

畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :呼吸器外科手術書,金芳堂,1980.

山本博昭 :草間 悟,駿河敬次郎編,外科重要用語辞典 (分担執筆),肺の疾患,金原出版 :481,1979.

伊藤元彦 :草間 悟,駿河敬次郎編,外科重要用語辞典 (分担執筆),肺腫癖,金原出版,1979.

伊藤元彦,寺松 孝 :肺手術後の社会復帰,今日の臨床外科22;197,1980.

松延政一,和田洋己,伊藤元彦,寺松 孝,外相聖- :気管気管支巨大症の一例, 日本胸部疾患学会雑誌

18(1):40,1980.

玉田二郎,寺松 孝 :老年者のレントゲン診断,気管支造影,老年医学 Vol.18(3),1980.

Kuwabara,MリTaki,T.,Hatakenaka,良.,Matsubara,Y.,Ikeda,S.: ThesurglCaltreatmentofbullous

emphysema,Anewmethodformanagementofgiantbulla,Broncho-PneumologieVol.30(3),1980.

松延政一,外村聖一,和田洋己,寺松 孝 :外科からみた特発性気胸,臨床と研究57(3):693,1980.

田辺正也,倉田昌彦,宝木 仁,田中 寛 :胸部外科領域における CT,外科治療42(4):423,1980.

前里和夫,カレッド･レシャー ド,人見滋樹,寺松 孝 :胸膜炎 および膿胸 の病態 とその治療,外科治療

42(6):697,1980.

桑原正喜,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,宮本好博,宮本茂充,瀧 俊彦,二宮和子,船津武志,池田良

樵 :自然血気胸の3例,呼吸と循環28(7),1980.

瀧 俊彦,小鯖 党,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :Tracheobronchoma･

lacia(気管 ･気管支軟化症)の臨床,日本胸部臨床39(7),1980.

瀧 俊彦,松原義人,小鯖 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,桑原正喜 :両側性気管支拡張症

の外科治療,日本胸部臨床39(8),1980.

宮本好博,二宮和子,小鯖 覚,宮本茂充,瀧 俊彦,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :気管ボタ

ンによる慢性呼吸不全患者の管理,日本胸部臨床39(9),1980.

前里和夫,人見滋樹,高橋憲太郎,カレッド･レシャー ド,立花輝夫,鈴木庸之 :サルコイドーシスの気管支

鏡下気管支 ･肺生検および内視鏡所見,日本胸部疾患学会雑誌18(10);728,1980.

人見滋樹 :気管支嘱息および慢性気管支炎に対する Fenoterolhydromide(Berotec)錠の臨床効果の検討,臨

床と研究57(10):291.1980.

カレッド･レシャード,前里和夫,人見滋樹 :肺門部 リンパ節腫大を呈した一次性,全身性アスペルギローシ

スの1症例,胸部疾患学会雑誌18(12),1980.

カレッド･レシャード,前里和夫,人見滋樹,太田 鋤 :漏斗胸, 白験12例の検討, 関西電力病院医学雑誌

ll(2):129,1979.

カレッド･レシャー ド,吉岡郁子,竹田節子,朝間のぞみ :緑膿菌に対するポビドンヨードの消毒効果の検討,

関西電力病院医学雑誌12(1),1980.

カレッド･レシャー ド,前里和夫,人見滋樹 :漏斗胸- 白験例の検討,関西電力病院医学雑誌11(2),1979.

病 理 学 部 門

1. 肉 芽 研 究

従来行われてきた結核菌体成分による類上皮細胞肉芽の形成実験は,はば所期の目標点に到達し,その形成機

構が明らかとなってきた｡本年度の進展は形成された病巣の計測で,切片標本をヴューア一に投影して,面積計
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で計る方法がとられ,データーの読みが精密となってきた｡二次抗原のアセチル化によって,壊死を全 く伴わな

い類上皮細胞巣をうることが出来る｡これは肺サルコイ ドーシス症のモデルと考えることが出来る.肺好酸性肉

芽腫症,肺の形質細胞増植巣のモデル実験については,本年度研究所学術講演会で発表 したので本誌にある内容

抄録を参照されたい｡

〔学 会 発 表〕

安平公夫,木下和之,松下隆寿 :肉芽性肺疾患のモデル実験,昭和55年度京都大学結核胸部疾患研究所学術講

演会 (昭和55年 1月)

浜本康平,馬場満男,竹下修史,橋本研二,安平公夫 :肉芽に関する研究 (3)Freundのアジュバント投与に

よるマウス肺形質細胞増殖,第69回日本病理学会総会 (昭和55年 6月)

安平公夫,浜本康平,木下和之,松下隆寿 :肺好酸球性肉芽腫症の実験発生,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患

調査研究班会議 (昭和55年 8月)

安平公夫,浜本康平,松下隆寿,田尻 睦 :肺形質細胞肉芽の実験発生,同上 (昭和55年 8月)

2. 結合織研･究

マウスの培養線維芽細胞でのコラーゲン合成能,ホルモン添加による影響,線維成熟におよぼす銅欠乏,ペニ

シラシン添加の影響等従来の研究の進展の他に,竹田が長年月,本研究において飼育 し続けてきた AKR由来の

早老系マウス7系統が,系統樹立目前の状態となり,本年度よりその成果を逐次公表 してゆくことになった｡以

下の研究成果が その内容を示 して いる｡ なお最後に記載 した英語のセミナーは,12月10日 MERKISHARP-

POHME,RES,LAB より Dr･H･B･WOOI)RUFF と Dr･Y･HASEGAWA の両氏を迎えて行われたもので

ある｡

〔誌 上 発 表〕

Ozasa,H.,Tominaga,T.,Nishimura,T.andTakeda,T.: Radioautographicdemonstrationofdehydrotesto-

steronereceptorinculturedhumanfibroblasts. Experientia36:1230,1980.

Takeda,T･,Yao,C･-S･,Irino,M.,Tashiro,S･and Yasuhira,K･= D-Penicillaminetoxicitylnmice･1･

Pathologicalfindings,Toxicol.Appl.Pharma｡01.55:324,1980･

小笹 宏,富永敏朗,西村敏雄,竹田俊男 :培養 ヒト皮膚線維芽細胞-の dihydrotestosterone作用にかんす

る研究- 特に蛋白コラーゲンおよび DNA 合成能に及ぼす ホルモン効果について- , 日本産科婦人科学会

雑誌,32:1597,1980.

竹田俊男,細川昌則,小管 宏,富永敏朗 :培養維維芽細胞 androgenreceptorとコラーゲン合成能,厚生省

特定疾患皮膚,結合組織異常調査研究粧昭和54年度研究報告書19,1980.

竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,樋口嘉一,松下隆寿,富田由美子,安平公夫,清水克時,石井正

袷,山室隆夫 :老化モデル動物系統樹立の試み (第 2報),日本基礎老化研究 4:12-13(1980)

竹下修史,細川昌則,入野美香,樋口京一,松村敦子,松下隆寿,安平公夫,竹田俊男 :老化モデルマウスに

みられる形態学的変化について :基礎老化研究 4:14-15(1980)

細川昌則,竹下修史,竹田俊男 :老化モデル動物にみられる限所見 :基礎老化研究 4:16-17(1980)

清水克時,笠井隆一,山室隆夫,細川昌則,竹下修史,松下隆寿,竹田俊男 :老化モデルマウスにみられる筋,

骨格系変化について,基礎老化研究 4:18-19(1980)

〔学 会 発 表〕

清水克時,笠井隆一,山室隆夫,細川昌則,竹下修史,竹田俊男 :AKR 老化モデルマウスの筋骨格系統一第

1報一関節アミロイ ド沈着 について｡ ワークショップ Ⅳ 疾患モデル動物,第24回日本 リウマチ学会総会 (昭

55.5)

竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,松下隆寿,富田由美子,安平公夫,浜本 肇,清水克時,石井正

治,山室隆夫 :老化モデルマウスに関する実験的研究 Ⅰ,系統樹立の試み,第69回日本病理学会総会 (昭55.6)



- 32- 京大胸部研系己要 第14巻 第 1,2号

細川昌則,石井正治,竹田俊男 :結合織に関する実験的研究 10.性ホルモン感受性 よりみた マウス線維芽細

胞の臓器特異性について,第69回日本病理学会総会 (昭55.6)

入野美香,田代真一,竹田俊夫,安平公夫 :D-Penicillamine投与マウスにみられる病的所見発現と臓器銅含

量との関連について,第69回日本病理学会総会 (昭55.6)

細川昌則,小笹 宏,石井正治,竹田俊男 :コラーゲン合成,成熟と内分泌,第 2回日本結合組織学会総会,

シンポジウム Ⅱ :線維化の機序と病態 (昭55.7)

竹下修史,細川昌則,清水克時,入野美香,松下隆寿,安平公夫,竹田俊男 :｢老化モデルマウス｣における

自然発生アミロイ ド症の形態学的特徴,第12回日本結合組織学会 (昭55.7)

鳩尾好人,長沢史朗,奥村 厚,半田 肇,竹田俊男 :クモ膜下腔自家血注入犬における脳底部主幹動脈結合

織成分の変化と力学的性質について,第12回日本結合組織学会総会 (昭55.7)

清水克時,笠井隆一,山室隆夫,細川昌則,竹田俊男 :AKR老化モデルマウスの関節アミロイド沈着- カ

ゼイン誘導マウスアミロイド症との比較- 第8回骨,関節の基礎を語る会 (昭55.10)

笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,竹田俊男,新納英夫 :微量元素 (鍋,錫)の骨組織に対する影響,第 8回骨

･関節の基礎を語る会 (昭55.10)

石井正治,藤原祐三,山室隆夫,滋野長平,竹田俊男 :線維性骨異形成症とホルモン,第55回中部日本整形外

科災害外科学会 (昭55.ll)

Seminar

On

AnAnimalModelofAcceleratedSenescenceinMice

GuestDiscusser: Dr･H･B･WoodruffandDr.Y.Hasegawa

1. OpenlngRemarks.

2

3

4

DevelopmentofanAnimalModelofAcceleratedSenescenceinMice･

Prof.K.Yasuhira

Dr.T.Takeda

PathologlCalStudyonanAnimalModelofAcceleratedSenescenceinMice･ Dr.S.Takeshita

BiochemicalFeaturesofSystemicAmyloidosisinanAnimalModelofAcceleratedSenescenceinMice.

Dr.K.Shimizu

5, 0phthalmologiCFindingsinanAnimalModelofAcceleratedSenescenceinMice. Dr.M.Hosokawa

6. MusculoskeletalChangesinanAnimalModelofAcceleratedSenescenceinMice. Dr.X.Shimizu

7. 0maGradingScoreSystem forEvaluationofSenescenceinMice Dr.M.Hosokawa

Discussion

December10,1980

attheChestDiseaseResearch

Institute,KyotoUniversity

3. 免 疫 研 究

現在研究活動は行われていない｡下記の論文も,往時の研究についての報告の1部である｡

〔誌 上 発 表〕

Tatsumi,E.,Takiuchi,Y.,Domae,N.,Shirakawa,S･,Uchino,H.,Baba,M.,Yasuhira,K.andMorikawa,S.:

SuppressiveactivityofsomeleukemicTcellsfrom adultpatientsinJapan･ Clin･Immunol.Immunopathol.15:

190-199,1980.

4.化 学 発 癌

研究の主力は,発癌剤 3･methylcholanthreneの代謝産物のガスマスによる同定である,この研究方法は,世界
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に先駆けて,高橋によって化学発癌の研究領域に導入されたもので,高橋退任の後もなおこの方法による研究領

域の拡大進展が計 られている｡

:誌 上 発 表〕

Kinoshita,K･,Hashimoto,K.,Takahashi,G.and Yasuhira,K∴ Gaschromatographic一massspectrometric

analysisof3-methylcholanthrenemetabolism z'7tZ,iyo. Gann.71:181-189,1980.

･こ学 会 発 表〕

安平公夫,橋本研二,木下和之,鈴木康弘 :Microsomaloxidation における MCの代謝 (GC-MSによる検

討),第53回日本生化学会大会 (昭55.10)

安平公夫,橋本研二,木下和之,鈴木康弘 :GC-MS による 3-methyl〔holanthrene(MC)代謝産物同定 (2)

Microsomaloxidation,第39回日本癌学会総会 (昭55.ll)

5. 表面活性物質研究

肺の表面張力は,肺胞 レシチンのパル ミチン酸含量に依存することが大きいという従来の研究を更に発展させ,

このたびは各種のレシチン,殊にそのパル ミチン酸含量を変化させた種々な表面活性物質を再構成 し,その活性

を比較検討 した｡

〔誌 上 発 表〕

Tabata,R.,Muraoka,R,Suzuki,Y･,Yasuhira,K"Shimizu,S･andOkuda,a : ClinicalandpathologlCal

studyofthelungsincasesofneonatalresplratOrydistress,withspecialreferencetobiochemicalandphysicoche一

micalpropertiesofpulmonarysurfactant･ Ann･Pediat･Jap125:189-206,1979･

重松 ･百井 ･須藤 .上野 ･鈴木 :MCTMilk摂取時の尿中有機酸の検討｡Proc･Jap･Soc･Med.MS.,5:119-1980.

Suzuki,Y.andTabata,R.: SelectivereductionofPGandPCinPulmonarysurfactantby4-APPintherat.

J.IJipidRes.21:1090-1096,1980･

〔学 会 発 表〕

中井栄一,鈴木康弘,北市正則,徐 航零,浅本 仁,古田睦広 :フリーズフラクチャー法による正常ラット,

マウスの肺表面活性物質の観察,第69回日本病理学会総会 (昭55･6)

鈴木康弘,橋本研二,中井栄一,大川軟- :肺表面活性物質に関する実験的研究- 表面活性物質の再構成に

ついて,第69回日本病理学会総会 (昭55･6)

重松,百井,須藤,上野,鈴木 :MCTmilk摂取時の尿中有機酸の検討 第 5回医用マス研究会 (昭55.10)

6. 臨床病理検査

この研究グループは,病理組織学に関係の深い臨床検査部病理部門のメンバーが協力 して研究を行うもので,

ここには本年度業績に加えて,昨年度遺漏の1業績を挙げておく｡

〔誌 上 発 表〕

松下隆寿,小岸久美子,富田由美子 :各種臓器の染色性に対する脱灰液の影響,京都府臨床衛生検査技師会々

誌 6:64--68(1979)

竹田俊男,細川昌則,黒住貢史 :気管支非定型カルチノイ ド,日本臨床発刊 :内科から病理へ 第 3集,570,

1980.

7. 研究室人物往来

定員教官は従来通り,安平,竹田,鈴木,細川の4氏｡非常勤講師は水島,五十嵐両氏が御退任｡両氏に支え

られて,病理部も大いに成長することが出来感謝です｡熊沢,馬場,鶴藤 3氏は継続,新 らたに三井洋司 (東京
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都老人総合研究所薬理部長),山本寛 (倉敷中央病院病理部長),新納英夫 (京都女子大教授),小原幸信 (国立

宇多野病院)の4氏に御参加頂きました｡以上は総長発令でありますが別に所長発令の非常勤講師として笹瀬博

吹 (国立療養所兵庫中央病院長),羽田 淳 (岐阜市民病院副院長),宗実琴子 (宗実病院)の3氏に御参加をお

願いした｡医員の木下氏は10月末をもって国立療養所京都南病院-転出｡臨床と病理検査の二本立てを目指すも

ののようで,建設的な仕事の重みに耐えて,新 しい道を開くよう願って止まない｡研修員としてほ,竹下,松村

氏が継続｡新たに浜本康平氏 (京都病院)が参加,肺肉芽腫の実験発生に関する以前の仕事を完成することにな

った｡大学院生としては,主課目研修者としての従前の橋本,入野両氏に加え,新たに樋口嘉一氏 (農学部修士

課程卒)が参加｡副課目研修生としては小笹 弘氏 (主課目,産婦人科)はアメリカに留学,残るは清水,石井

(共に主課目整形外科)両氏が実験を進めている｡其の他技術修得の短期研修者として旗持淳 (川崎医大皮膚科)

小山健一 (国立療養所南京都病院)の両氏が教室に滞在した.研究室技官は松下,小岸両氏,技能員として冨田

氏,産休の代替え要員として冬季のみ鈴木富美子氏｡

細 胞 化 学 部 門

〔学 会 発 表〕

市川康夫 :Invitroでの好中球 ･マクロファージの分化- 正常ならびに白血球の場合,第20回日本網内系学

会特別講演 (昭55.5,京都)

永田和宏,相良淳二,市川康夫 :骨髄性白血病斉田胞の分化に伴う細胞質アクチンの性質の変化,第53回日本生

化学会大会 (昭55.10,東京)

宗川吉注,永田和宏,市川康夫 :骨髄性白血病細胞 M lにおける非分泌型インターフェロンの特異的生産,

同上学会

相良淳二,永田和宏,市川康夫 :骨髄性白血病細胞のアクトミオシン,第18回 日本生物物理学会年会 (昭55.

10,東京)

永田和宏,相良淳二,市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,XVI報,分化に伴う細胞内アクチン

の性質の変化,第39回日本癌学会総会 (昭55.ll,東京)

永田和宏,相良淳二,市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,XVr報,分化促進因子に対する抵抗

株のアクチンの重合能,同上学会

相良淳二,永田和宏,市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,XVn報, ミオシンの性質について,

同上学会

市川康夫 :マクロファージと好中球-の分化 のふ り分 け,第4回内藤財団シンポジウム ｢生体防御の機構｣

(昭55.ll,東京)

市川康夫 :骨髄性白血病細胞の分化,第26回日本病理学会秋季特別総会招請講演 (昭55.ll,東京)

〔誌 上 発 表〕

K.Nagata,J.Sagara& Y･Ichikawa: Changesincontractileproteinsduringdifferentiation ofmyeloid

leukemiacells. Ⅰ.Polymerizationofaction. ∫.CellBiol.85,273-282,1980.

M.Maeda& Y.Ichikawa: Productionofacolony-stimulatingfactorfollowingdifferentiationofleukemic

myeloblaststomacrophages. J･Cell.Physiol.102,323-331,1980.

M.Maeda,Y.Ichikawa& Ⅰ.Azuma: Differentiationandproductionofcolony･stimulatingfactorinduced

byimmunostimulantsinaleukemiacellline. ∫.Cell.Physiol.105,25-32,1980.

細 菌 血 清 学 部 門

〔学 会 発 表〕

Hosono,M.andFujiwara,M.: RequlrementOfagedthymicinauenceforthedevelopmentoftheresistance

totoleranceinduction. 4thInternationalCongressoflmmunology,Paris,July1980.
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Fujiwara,M･,Hosono,M･and Kuhara,T.: TemporalinductionofimmunologlCaltolerancein T cell

precursorsinbonemarrow. XIXthInternati()nalSymposium onBiologicalModels,Brno,July1980.

桂 義元 :細胞性免疫の発現機序- 細胞性免疫に関与する細胞およびメディエイター,第23回日本臨床病理

学会近畿支部総会 (Ⅰ),(昭和55.6月)京都

桂 義元,高沖悠子,細野正道,喜納辰夫,西川伸一 :アロ抗原 に対す る遅延型過敏症- inul-u 及び i7i

zJitroにおける誘導,第10回日本免疫学会総会 (昭55.12月)熊本

細野正道,桂 義元 :腹腔マクロファージを標的細胞とした細胞障害性T細胞活性の測定法,第10回E]本免疫

学会総会 (昭55.12月)熊本

喜納辰夫,西川伸一,桂 義元 :ウイルス感受性 T細胞の免疫機能,第10回日本免疫学会総会 (昭55･12月)

熊本

t二誌 上 発 表〕

Takahashi,C･andKatsura)Y･: Hapten-specificvirus-replicatingTcells: Analysisofthefunctionalrolein

contactsensitivity. ∫.Im-uno1.,124,2721-2727(1980)

Nishikawa,S.,Takaoki,M･andKatsura,Y.: )nzJitrostudiesontheimmunologlCalmemoryforantibody

responsetobovineserum albumin. Microbiol.Immuno1.,24,67ト682(1980)

Katsura,Y･,Takaoki,M･,Kono,Y･and Minato,N･: Augmentationofdelayed-typehypersensitivityby

vesicularstomatitsvirusinfectioninmice. J.Immuno1.,125,1459-1462(1980)

桂 義元 :細胞性免疫の発現機序- 細胞性免疫に関与する細胞およびメディエイター,臨床病理,28,1068

-1074(1980)

臨床肺生理学部および放射線科

〔学会 ･研究会発表〕

佐川弥之助 :姉水腫,とくにARDS成立機序との関連,シンポジウム ｢肺水腫｣,第 7回日本集中治療医療医

学会総会,1980.2.

宮本茂充,佐川弥之助 :長期気管切開患者における発声の試み,厚生省 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和54年度総

会,1980.2.

李 勝弘,安井浩明,島田一恵,佐川弥之助 :呼吸不全に対する気管切開の問題点,厚生省 ｢呼吸不全｣調査

研究姓昭和54年度総会,1980.2

島田一恵,宮本茂充,佐川弥之助 :慢性呼吸不全に対する機械呼吸の使用経験,厚生省 ｢呼吸不全｣調査研究

班昭54年度総会,1980.2.

大井元暗,町田和子,下出久雄,芳賀敏彦 :慢性呼吸不全の安定期の患者管理,特に急性増悪の治療と関係づ

けて,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和54年度第2回総会,1980･2.

平田和男,安田隆三郎,他10名 :関心術後 (2),IAliPを使用し救命しえた症例について,第 8回滋賀県循環

器疾患研究会,1980.2.

田巻俊一,平田岩男,安田隆三郎,他 7名 :頻回に狭心発作をきたし,A-C バイパス術 により軽快した不安

定狭心症の1例,同上,1980.2.

町田和子,大井元晴,芳賀敏彦 :慢性呼吸,心不全患者のジキタリス投与- 血中濃度と臨床症状,臨床検査

値との関係- 厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和54年度第 2回総会,1980.2.

佐川弥之助 :呼吸不全の基礎と臨床,倉敷中央病院内科集談会,1980.3.

加藤幹夫 :びまん性肺疾患における低酸素症の診断と治療,西部胸部疾患懇談会,1980･3.

加藤幹夫 :肺機能の問題点- 運動負荷,討論- 外科的立場から,第20回日本胸部疾患学会総会,シンポジ

ウム Ⅲ,1980.4.
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大井元晴,町田和子,下出久雄,芳賀敏彦 :慢性呼吸不全の安定期の管理と急性増悪,第20回日本胸部疾患学

会総会,1980.4.

徐 航零,矢野博正,佐藤公彦,加藤幹夫,佐川弥之助,稲葉宣雄 :Kartagener症候群 における気道線毛の

電子顕微鏡的観察,第20回日本胸部疾患学会総会,1980･4.

佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助 :低酸素性肺血管収縮反応に及ぼす Sodiumnitroprussideの影響,第20回日

本胸部疾患学会総会,1980.4.

佐川弥之助 :司会 ｢ARDS｣箱根呼吸器疾患シンポジウム,1980.5.

HangHsiaoHsu,EiichiNakai,MikioKato,YanosukeSagawa: ObservationofOzon-Exposed Mouse

TracheabytheFreezeFractureMethod. The2d.WorldCongressforBronchologyJune2-41980･

T･Kahi& S･Hanawa: DiagnosticandTherapeuticValueofFiberopticBronchoscopicProceduresinthe

IntensiveCareUnitandtheRecoveryRoom. The2ndWorldCongressforBronchologyJune1980･(Dtisseldort･

WestGermany)

石部裕一他 :ケクミン点滴静注法の肺循環に及ぼす影響,第27回日本麻酔学会総会,1980.6.

高木,石部他 :サイアミラールのカリウム低下作用に及ぼす肝切除の影響,第27回日本麻酔学会総会,1980･6.

楳田,石部他 :ケクミンの昇圧作用に及ぼす全脊麻の影響,第27回日本麻酔学会総会,1980.6.

岡田英彦,倉田昌彦,藤田正憲,三本 仁 :BronchofiberscopicExaminationforScreeningoftheMalignant

LungTumors･ 第 2回世界気管支鏡学会議 (西 ドイツ･デュッセル ドルフ)1980.6.

弘野慶次郎,市谷迫雄,坪井裕志 :癌性心膜炎 に対す る開窓術の1経験例, 日本胸部外科学会関西地方会,

1980.6.

徐 航胃,中井栄一,加藤幹夫,佐川弥之助 :フ))-ズプラクチャー法によるオゾン(03)暴露マウス気管の

超徴形態学的変化,第69回日本病理学会総会,1980.6.

徐 航酉,北市正則,中井栄一,鈴木康弘 :フ･)-ズ,フラクチャ一法による正常ラット･マウスの肺表面活

性物質の観察,第69回日本病理学会総会,1980.6.

加藤幹夫 :じん肺症について,京都地方裁判所講習会,1980.6.

藤田正憲,坂口敬司,基本 仁,倉田昌彦,岡田英彦 :Gaスキャンで nodularuptakeをみとめたびまん性肺

疾患の1例,第 9回びまん性肺疾患研究会 (大阪)1980.7.

佐川弥之助 :呼吸器疾患における最近の話題,新香里病院笑談会,1980.7.

李泰興,安田隆三郎,他11名 :A-Cバイパス術を施行した Variantanginaの1例について,第 9回滋賀県循

環器疾患研究会,1980.7.

安田隆三郎,李 泰興,他12名 :僧帽弁再狭窄症の2手術例について,同上,1980.7.

佐川弥之助,久野健志,中川正清,山田公二,三嶋理晃,安井浩明,東谷康治 :体外計測による肺循環動態と

解析,第21回閉塞性肺疾患研究会,1980.8.

飯田恒二･藤田正憲,室本 仁,倉田昌彦,岡田英彦 :縦隔,､胸腺扇平上皮癌の2症例,第33回肺癌学会関西

支部会 (大阪)1980.8.

市谷迫堆,弘野慶次郎,坪井裕志,北野司久 :術前術後の肺機能の変化からみた気腫性巨大肺嚢胞症の手術適

応,日本胸部外科学会総会,1980.10.

室本 仁,藤田正憲 :肺癌の診断治療の最近の知見について,近畿郵政病院診療所研究会 (大阪)1980.10.

石部裕一他 :食道癌根治術後の呼吸循環動態の検討,第26回日本麻酔学会関西地方会 (滋賀)1980.10.

竹内,石部他 :ラリンゴマイクロに対する NLA変法,同上,1980.10.

宮本,石部他 :全身麻酔中に発生した心筋硬塞症例の換討,同上,1980.10.

安田隆三郎 :滋賀県成人病センターにおける心臓外科の現況について,野洲守山医師会,1980.10.

楳田,石部他 :中央手術部内検査室について,近畿大学方式の検討,第2回手術部研究会,1980.10.

佐川弥之助 :司会 ｢ARDSJACCP日本支部学術講演会,1980.10.

田苗英次 :後天性心疾患の手術について,人吉市医師会 (熊本)1980.10.

田苗英次 :外科的観点からみた心臓の形態,熊大解剖学教室,1980.10.
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加藤幹夫,大成功一,平井正志 :火災専政被災者の肺機能障害について,西部肺機能同好会,1980.ll.

藤田正憲,宝木 仁,倉田昌彦,岡田英彦 :上大静脈症候群を呈した肺癌18例の検討,第21回日本肺癌学会総

会 (東京)1980.ll.

岡田英彦,藤田正憲,宝木 仁,倉田昌彦 :縦隔偏位と呼吸困難を来した小児の巨大肺のう胞症,第16回胸部

疾患学会近畿地方会 (京都)1980.ll.

田宙英次 :心臓外科の最近の話題,熊大麻酔学教室,1980.ll.

佐川弥之助 :ARDSをめぐって,シンポジウム ｢肺水腫｣,日本臨床生理学会総会,1980.ll.

藤野昇三,安田隆三郎,李 泰興,他14名 :動脈管依存性チアノーゼ心疾患に対する治療法- 動脈管ホルマ

))ン固定術- ,第10回滋賀県循環器疾患研究会,1980.ll.

安田隆三郎,李 泰興,他 7名 :心臓原発腫疫の2手術例について,同上,1980.ll.

安田隆三郎,李 泰興,他 5名 :縦隔膜癌の7症例について,滋賀県外科医会,1980.ll.

藤田正憲,基本 仁 :呼吸不全と脳髄膜炎をともなったマイコプラズマ肺炎の1例,第 103回内科学会近畿地

方会 (大阪)1980.12.

野尻知里,田苗英次,井清司 :発作性上室性頻拍症に対するペースメーカー治療の一例,循環器学会九州地方

会 (福岡)1980.12.

井 清司,田酉英次,野尻知里,石橋健治朗 :小児の弁形成術の三例- 左室コンプライアンスによる検討一

一,循環器学会九州地方会 (福岡)1980.12.

岡田 融 :SmallCellCarcinomaの治療と予後,第 3回京大胸部研肺生理学部門研究会,1980.12.

大井元暗,佐藤公彦 :末梢に発生 した巨大腰痛を形成 したカルチノイ ドの1例,同上,1980.12.

野尻知里,井 清司,田宙英次 :SVC症候群を呈した胸腺腫場の1例,同上,1980.12.

甲斐隆義 :肺癌診断における経皮的針生検の有用性について,同上,1980.12.

平井正志 :火災事故被害者の肺機能について,同上,1980.12.

山口 カ,佐本昌平 :側轡症と胸郭について,同上,1980.12.

大成功- :SLEに合併した気管支結核の1例,同上,1980.12･

山間久泰 :小児の PneumocystitisCariniiの1例,同上,1980･12.

藤田正憲,吉政孝明,河崎 昭,宝木 仁,本田裕宏 :出血性勝朕炎とエンドキサン肺臓炎を併発 した悪性 リ

ンパ腫の1例,同上,1980.12.

安井浩明,久野健志,中川正清,三嶋理晃,岩井和郎 :特異な臨床経過をた ど り Cornification'sPneumonia

withlnterstitialPneumoniaとの組織診断を得た1症例,同上,1980.12･

李 勝弘,浅井信明 :胸部圧傷による右主気管支完全断裂の1治験例,同上,1980･12･

市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :モルガニー孔ヘルニアの4例,同上,1980･12･

弘野慶次郎,坪井裕志,市谷迫雄 :癌性心膜炎の心膜切除の経験,同上,1980･12.
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